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「地球づて複雑だから困る」 
地球の上に建っているすべての建築物 

は、厳しい自然現象にさらされていまえそ 

して、ますます複雑化・高層化する現代建 

築は、工法そのものも日を追って進歩して 

いまt～そこでカーテンウォール工法、あ 

るいはガラス・サスペンション工法、ストラ 

クチュラル・グレージング工法などの建築 

工法に欠くことのできないのがシリコーン・ 

シーリング材・コーティング材でt~ 

トーレ・シリコーン建築・土木用シーリン 

グ材・コーティング材は、建築物のフアッ 

ション化に役立つことはもちろん、その優れ 

た接着力と耐久性がノfオ、ルの伸縮目地 

やガラスまわりのグレージングに注目をあ 

つめ、耐天候・耐気温・耐地震で明日の 

建築物に対応いたしまt~ 
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信頼と実績でお客様のニ,ズに応えるトーレ・シリコーンの建築・土木用シーリング材・コーシング材

1成分形 一般用無酸タイプの 1成分形 一般用酢酸タイプの 

SH7B0 
2成分形 建築・土木用無酸タイプの 

SE792 
1成分形 無酸‘マスチックタイプ 

SE9090 
1成分形 高モジュラスSGエ法用 

ロC795 
1成分形 溶剤タイプコーティング材 

SE5070 

9H781 
1成分形 高透明・酢酸タイプ 

SE711 
1成分形 プラスチック用の 

9E555 
2成分形 中モジュラスSG工法用 

SE796 
2成分形 難燃フォーム 

9E1900 SR2405 

1成分形 防力ビ・無酸タイプ0 

SE5010 
~成分形 難燃性‘無酸タイプ 

SE5003 
2成分形 高モジュラス 

9E9500 
1成分形 水性タイプコーティング材 

SE1BOO 
1成分形 溶剤タイプトップコート材 

1成分形 建築・土木用無酸タイプ 

SH790 
2成分形 難燃タイプ 

SH194 
1成分形 中モジュラス 

SE786 
1成分形 溶剤タイプコーティング材 

SE5060 
建築仕上塗材 

パ六7勿→レ 

シリコーン技術で明日のニーズに応える I シリコーンのことならなんでもお気軽にご相談くださ‘、ト 

トーし・シリコーン株武会社 大阪営業部TEL06 (376)125~代表 北陸営業所TEL0762(23) 1585代表 
名古屋営業部TELOS2 (563) 395~代表 東関東営業所TEL0436 (22) 5743代表 
カ 州堂挙所Tn fl92(7I7、SIcR&先 仙台堂坐2J9TF1 422 (227、 qc24什亮 

柿・営業本部／東京都中央区日本橋室町2-3-16（三井ビル6号館）〒103 TEL03(246)I64I 云島曇案訴Ti［護（24るテ8i議美 韮i羅議訴Iii論i諭癌ii篠 
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剛から柔へ－一現代の建築構造が剛構造から 

柔構造（動くビル）へと変わったいま、シーリング材は、 

建物の柔軟性や設計の自由性を支える重要な部材 

として、設計段階から慎重に検討されていまt 

サンスター技研は、シーリング材のリー刊ンクヌ 

ーカーとして、高’度化・多様化する建築業界のニー 

ズに、たゆまぬ研究開発と確かな実績でお応えして 

いまt 

●日本をィ羅遺議纂慧，・二に一二用--二・誇るサンスター技研の之二害竺棒 」
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サンスター技研株式会社 
本 社大阪府高線市明田町7番1号 TE L. 0126 (01) 0351 

東京支店・東京観区三田汀目鵬●（ヤナJ（ビ肋 TEL. 03 (453)9301 

名古屋支店・名古屋市千種区董●2丁目‘番7号 TEL.価2(122)6015 

大阪支店大阪府高槻市明田町7番1号 TE L. 0126 (64) 0600 



コーキンり’ガン臨 
かHk ヂガン 

専門メー力一 議， 

創業30余年 I 
〈特長〉■能率的設計ワンタッチキャップで詰替えが数倍早い 

■軽量で丈夫、しかも携帯が楽 

■作業が軽く疲れない 

■その他特殊注文も承ります 

0 
KANN0 

〔東京・板橋〕 

株式会社 菅 野 製 作 所 
代表取締役 菅 野 庄 一 

本社工場 東京都北区志茂3 丁目 3 番26 号 
03 (903 ) 3 1 4 0 番 
03 (903 ) 5 0 3 0 番 
03 (961) 1 2 4 6 番（夜間） 

L
X
L
 

E
A
E
 

T
F
T
 

、な信用をお届けする 

なにわ会 
建築用シーリング材・防水材・関連製品のご用命は 

信頼に応える当会メンバーにお申しつけ下さい 

〒567 大阪府茨木市横江2-1-12 TEL 0726(34)82 14 

〒530 大阪市北区梅田2-4-9 サンケイビル本館 TEL 06(345)687 1 

〒532 大阪市淀川区宮原5-6-10 TEL 06 (395) 020 1 

〒541 大阪市東区道修町1-17 TEL 06(203)4641 

〒543 大阪市天王寺区勝山1-6-7 TEL 06(771)3929 

〒534 大阪市都島区高倉町ト11-12 TEL 06(921)4231 

〒652 神戸市兵庫区中道通5-1-13 TEL 078 (575) 29 53 

〒550 西区京町堀1-17-16スミト京町堀ビル TEL 06(446)6701 

〒530 大阪市北区天神橋1-1-1 TEL 06(354)035 6 

〒541 大阪市東区平野町4-53-2 TEL 06 (23 1) 589 1 

〒553 大阪市福島区吉野1-14そ TEL 06(445)762 1 

〒530 大阪市北区天神橋1-1-1 TEL 06(352) 1571 
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ボンド変成シリコンコ・ク 
くミ、 

ー成分形変成シリコーン系 

‘ 冬でも押し出し性・硬化性ガよい。 

差塩ピ網板もOKノカピに強い0 
「ボンド変成シリコンコー勿は 

ニユ→Kリマーu変成シリコーン“を 

主成分とした湿気硬化型の 

ー成分弾性シーリング材ですら 

従来の一成分形シーリング材の 

欠点を解消する 

数々の素晴らしい特長を備え 

より幅広い用途に応えま支 

K コニシ株式会社 
本社ポンド部ノ〒弘1 大阪市東区平野町2-10(沢の鶴ビル） 

TEL06(2認）四70 

支 店ノ東京・名古屋・福岡 
営業所ノ札幌・仙台・新潟・金沢・北関東・肺ど・喜 “、島・費’」島 
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TOSHIBA 
17厨血－ - - － 手動の感覚を電動で0 

鷺 ‘繰議誓麟麟繊無警議麟■■ 
5 ' 

力ートリッジタイプコーキング剤の専用機 

●あとダレ防止機構付き。 

●コーキンク剤の装着、取り外しに便利なセ 

ットフリーのシリンダ0 

●スイツチは操作性の良いビッグ・トリガー 

式。 
ロ電 

口定 格 電 

口ス ト ロ ーー 

源：A Cl 00 V 駒－60Hz 

流：0. 5A 

ク：220'ri 

ロカートリッジホルダ容量：認0me 

D 重 量：1.9kg 

加
 

東芝コーキングガン 

KG -40ロA 
￥ 13,800 

社 東京都港区赤坂1-1-12（溜池明産ビル）TEL (03）認6-2113 

まあーるい元気と四角い踏ん張り 

■ 

冨 
@ 

盤 
ー「 

L
 鷲
 ノ、か 

ひ図 
い” 

卵 
ーハイエチレンSQ口ッドの特長 

SQロッドの愛称で親しまれ アプ“ 

低層プレハブ住宅やサッシュ ノk 
廻りに幅広く愛用されていまt 7 勿ニ 

ハイエチレンロツドの特 

丸棒でおなじみの 

シーリングパックアッフ材 

師-50,まて顧も豊富。 
Nc 

ノーリン●，, 

、 

&1ま10 】，(,長留） クZ二二1二二了ノ 記 号 

NCSI3X10 
NCS旧×巧 

13 

旧 

I0 
15 

長さ（m) 

l即 

I加 ＊縄工叫のシーリンクー材の津さを均ー化． 
r の皿．L．工左』，てtからシーI, 

（注）上肥サイズ以外の：注文は馴通こ相麟くださし、 ． ニクlib海藷I露証:じ,〒． 

代理店野口興産市lIi式合社 〒176事鷲識織議ブ0 

11(a) 



技
術
と
い
っ
ひ
か
り
が
 

建
築
物
を
守
る
 

新
築
工
事
、
改
修
・
補
修
工
事
の
防
水
施
工
に
三
十
年
の
実
績
を
持
つ
、
 

技
術
の
マ
サ
ル
工
業
が
責
任
を
持
っ
て
お
手
伝
い
致
し
ま
す
。
 

●
新
 

築
 
工
 
事
ー
ー
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
シ
ー
リ
ン
グ
防
水
 

の
納
ま
り
・
目
地
設
計
・
材
料
選
定
を
致
し
ま
 

す
。
優
れ
た
品
質
管
理
下
で
、
良
心
的
な
施
工
 

を
致
し
ま
す
。
 

●
補
修
・
改
修
工
事
ー
ー
実
績
の
あ
る
技
術
陣
の
調
査
に
よ
っ
て
、
適
切
 

な
診
断
を
致
し
ま
す
。
適
切
な
施
工
方
法
で
、
 

外
装
全
体
の
シ
ー
リ
ン
グ
防
水
・
外
装
化
粧
防
 

水
・
面
防
水
施
工
を
し
、
建
物
を
老
朽
化
か
ら
 

守
り
ま
す
。
 

マサル工業 
シーリング防水 

PC プレハブ住宅防水 

屋上防水 

外壁化粧防水 

各種樹脂注入工事 

商業ビル・集合住宅 
外装改修工事と総合診断 

尋 」臓 

加入団体 
ゴムアスフアルト防水工事業協同組合 

日本アスフアルト防水工業協同組合 

外壁補修工事業協同組合 

全国アロンコート・アロンウォール 

防水工事業協同組合 

全日本ウレタン工事業協同組合 

常温アスフアルト防水工事業協同組合 

日本シーリング工事業団体運合会 

東日本シーリンク工事業協同組合 

全日本プレハフ建築防水協会 

東日本口ンプルーフ防水事業協同組合 

フジクラプラスウォール会 

コンクリートカーテンウォール工業会 

C C R T 法 研 究 会 

」諏「 

確佐 

，離 

‘」 

翼■ 
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，雄購編郵醐弾営tゆ’'”ー 
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m 嚇二導呂拙，母麟麟I露鱒早i国繊」 
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，」 
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豊富な実績で新しし 」（二おしiIi戈。 

~ 司
 〒~35 東京都江東区佐賀~-9-14 8 03(643)59I I閥 

5 



一
 

時
代
が
求
め
た
高
性
能
v
 

頑
お
－
」
－
"
－
か
 

」
」
‘
、
－
」
 

「畜「 

■一護舞」《 
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耐久性、耐候性、石材への非汚染性、 

塗装性などの優れた特性を 

バランスよ〈発揮する 

変成シリコーンシーリング材。 

建築界の高度で多様なニーズに対応する 

新時代のシーリング材として、 

幅広い用途で注目を集めていま玄 
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鐘淵化学工業株式会社 
特殊樹脂三部 
．本 社 〒530 大阪市北区中之島3丁目2番4号朝日新聞ビル 

(05)2お－5331（ダイヤルイン） 

●東京支社 〒107 東京都港区元赤坂1丁目3響12号赤坂センタービル 

電話：東京（03)479－弱乃（ダイヤルイ功 
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シーリングニユース つつ 
目 次 19関／7.25 JJ 

S ~第25回総会開催 

11
l 新会長挨拶（大合ン告造） 

12 ~副会長に就任して（平野英作） 

14 ~新委員長挨拶 

~ （総務．技術．広報，調査．検定各委員長） 

20 トピックス 

21 I 変成ポリサルフアイド分科会だより 

23 I シーリング材上の仕上塗材付着性測定結果 

I

（日本シー 

リング工業会日本建築仕上材工業会共同研究） 

30 山梨県板金組合での「ンー リング材」説明会 

~ （池田生雄） 

32 I 俳句‘遠野中（加藤正守） 

33 I iso規格について（技術委員会） 

34 管理士講習会のお知I ,せ 

36 I 会員会社紹介（三星産業・三井東圧化学） 

39 I 各地かりのたより 

83 1 刊行物案内 

4. 1 日本シーリングエ業会の概要 

I 

変成シリコーン系2成分形シーリング材 ポリウレタン系2成分形シーリング材 

J ナ●MS ふ，ナ'50.7 
ポリサルファイド系2成分形シーリング材 ブチル系1成分形ジーリング材 

ニッシー鵬2多ンシ-lb 
〈製造元〉 

日興化学工業(*) ■西I35 東京都江東区白河4 -9 -5 
■e東京03 (642) 7105-6・7,55 
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第25回総会開催 ,, 

明朗活発な工業会活動を．ノ 

新会長に大谷氏（コニ切が就任 

当工業会は，5月12日東京駅八重洲口のホテル国 

際観光で第25回総会を盛大に開催，新会長には大谷 

浩造氏（コニシ常務取締役ボンド営業本部長）を選 

出，新体制によるスタートを切った。 

総会は，吉田総務委員長の開会の辞に続き，太田 

会長がシーリング業界25年の歴史を振り返りつつ今 

後の3つの課題として①多様化した工法・材料なら 

びに改・補修に対するシーリング技術の確立②シー 

リング事業の一層の社会的認識向上③シーリング流 

通システムの合理化と材販工の一体化ーを強調し 

挨拶とした。続いて昭和62年度事業報告，同決算報 

告などが行なわれ，役員改選では貝谷仮議長のもと 

先の理事会で選出された候補全員が新役員（別掲） 

語

二

‘

・

1

1

H

 

就任の挨拶をする新会長の大谷氏 

－
ー
‘
ー
‘
'
 



殿
 

m蹴
 

として承認された。 

新会長に選出された大谷氏が就任の挨拶（別掲） 

を述べたあと審議が再開され，昭和63年度事業計画 

（案），同予算（案）が承認され，引続き太田前会 

長，下川技術委員に対し長年のエ業会活動への貢献 

がねぎらわれ，会長より特別表彰状が授与された。 

また，2月に誕生した第11回シーリング管理士，第 

9回シーリング技術管理士の上位合格者ならびに初 

の女性管理士・片岡京子さん（片岡コーキング）ら 

の表彰も行なわれた。なお，太田前会長の相談役就 

任も同時に決定した。 

続いて，来賓を代表して渡辺三郎相談役より材販 

、お互いが利益を享受できる組織活動をとの言葉が 

送られ，平野新副委員長の閉会の辞で総会を終了， 

別室での懇親パーティーに移った。 

懇親会では，まず，大谷新会長が「25周年の節目 

に大任を仰せつかったが，とにかく明朗な業界活動 

を行なっていきたい」と挨拶，続いて来賓の通産省 

生活局窯業建材課・和田課長，加藤千葉大助教授， 

日シ工連・山本会長らの祝辞，太田前会長の乾盃の 

発声でなごやかな歓談の場がもたれた。 

灘鷺無離 
甘：「繊齢舞 ■

鵬

 

二鵬 驚 
臨
 

醐
 

型
 

懇親会会場 

（
 

「 

舞 

祝辞を述べる日シエ連・山本会長 

蒲議醸薮難鷺 
繊鰹擁過欝灘盤藤i畿難l」難響 

幣 

臓” 

ザ
雌
 

前会長の数々の功績を踏まえ，皆様方のご協 

力のもと何とか力を尽す所存だ。昨年は，前年 

橡，比10.5％増と久々の2ケタ伸びでご同慶の至り 

J ’だが，現在の好況を支えている建設プームの去 

ったあと，また増大するリフォームならびにメ 

ンテ需要への対応が今後の課題となろう。工業 

会の発展のため従来路線を踏襲し，なお充実し 

た事業内容を心掛けたい。明朗で正常な秩序正 

しい活動こそが理想だが，事業形態の異なる企 

業，不安定な原材料事情を考えれば困難な点も 

多い。しかし，技術の向上，市場の拡大を目途 

に，共通の利益に向け時にはギプアンドテイク 

で臨む話合いの場を作ることがまず第ーであろ 

う。良識と節度ある活動の場を築き，来るべき 

21世紀にも勝残る企業集団を目指したい。 

. 

●’ 

~j ●~・‘●‘ 

I 

特別表彰状の授与 

環ジ蘇 

. 
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馴 会長就任挨拶 
（
二
 

・
 

今般皆様方の推薦を戴き，太田前会長のあとを受 

けて会長をお引受けすることになりました。時あた 

かも日本シーリング工業会創立25周年を迎え，この 

記念すべき年に当り，会長に就任いたしますことは， 

誠に光栄でございますが，同時に大きな責任を感ず 

る次第であります。 

工業会の使命は，市場の安定成長のもとに「会員 

戸社が共通の利益を追求する」ことと「技術の向上‘ 

、政」 により社会に貢献することにあると存じます。 

シーリング材の性能に関する規格やシーリング工 

事に関する仕様並びに監理指針など，その基本的技 

術については一応確立されたものと考えます。従い 

まして，今後の課題は関連建築資材との相互の関連 

性についての研究にあると思います。また当工業会 

の「管理士認定制度」 も既に発足10年を経過し，管 

理士・技術管理士合計670余名を送り出しており，技 

術の普及向上に大きく貢献されております結果，官 

庁・業界でも高く評価，認知されるに至りました。 

シーリング材の市場は，逐年増加の一途を辿り， 

昨年度は久方ぶりに活況を呈し前年比10％強の伸長 

を見ましたことはご同慶の至りと存じます。この建 

会 長 

大谷浩造 

設業界の活況がいつまでも続くわけはございません。 

この活況が去りましたあとには必ずリフォーム或い 

はメインテナンスについての関心が高まることと思 

います。これに伴う市場ニーズの多様化・高度化へ 

の対応は急を要する課題と考えます。今般工業会で 

は建設省建築研究所との官民連帯共同研究の「シー 

リング防水改修設計・施工指針・同解説」の作成に応 

募し，補修・改修・施工に関する仕様を今年度中に 

完成する予定であります。これはリフォーム或いは 

メインテナンス工事の指針になるものと存じます。 

かかる観点より，今年度は工業会の事業方針の中 

で，特に官公庁・関連団体との連繋強化を取り上げ， 

管理士制度の普及と定着化を促進普遍化することに 

努めるとともに建築材料諸団体との技術交流により 

シーリング材に対する認識を高めたいと存じており 

ます。また内にありましては分科会組織を改組いた 

しまして活動の活性化を推進し，会員相互の交流を 

密にし，信頼性を高め，明朗・活発なエ業会にして 

ゆきたいと存じます。 

会員各位に於かれましては上記の主旨に応え， 

益々のご協力をお願い申し上げる次第でございます。 
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副会長に就任して 

副会長 

平野英作 

技術委員会に新風を入れ，心機ー転した発想によ 

る新しい活動を進めるべきだとの考えからここ数年， 

委員長の辞任を申し出て来ましたところ，念願がか 

なってほっとしたと思った途端，新会長から「副会 

長に」 と強く要請され，かえってこのような大役を 

お受けすることになりました。 

技術委員長時代は，委員会の権威の確立によって 

シーリング工業会の地位向上に寄与しようと，JIS, 

JASS，総プロなどへの参加の機会をとらえて委員 

会組織の充実を図り，諸団体との接触によって活動 

範囲の拡大と内容の充実に微力を注いではきました 

ものの，その実，成果が挙がったとすれば，それは 

副委員長を始めとする各リーダーや委員の熱心な， 

かつ地道な努力と協力の賜物であって，まして，「そ 

の実績から副会長に」とあっては，内心忸怩たるも 

のがあります。 

しかし，今更とやかく申しあげられません。誰か 

の科白ではありませんが「やるっきゃない」。 

そこで大谷新会長の片腕として，大泉副会長とと 

もに出来るかぎり，工業会のために努力する覚悟で 

おります。 

業界を取り巻く環境は必ずしも順風満帆とはいえ 

ません。 5年，10年先に向けて会員会社と工業会を 

発展させるためには，今こそ創意と工夫に満ちた活 

動を一致団結して進める必要があるのではないでし 

ょうか。 

本年度はシーリング工業会の25周年を迎えて，技 

術委員会は昨年からの継続作業に加え，官民連帯共 

同研究の最終年度に応募して改修仕様書を作成する 

という大事業があります。消防法の改正や試験法の 

WG も全員参加の形を必要としております。 ＾ 

力不足ではありますが，これらも含めた工業劃‘ 

諸活動に対し，「全員参加による協調と調和によっ 

て，初めて公正な成果が得られた」 という技術委員 

会での貴重な経験を基に，より以上の成果が得られ 

るよう，その一端を担いたいと考える次第です。 

会員各位はもちろんのこと，関連する皆様のご指 

導，ご鞭撻をお願い申しあげて，就任のご挨拶に代 

える次第です。 

心 
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●屋上防水工事 

●補修，改修工事 

●シーリングエ事 
●ライニングエ事 

●防水及補修全般 

結露防止・改修工事 

●赤外線建物診断 

●漏水現場診断・施工設計 

責任 施 エ 

日本シーリング工業事団体連合会会員 

全日アスフアルト防水事業協同組合会員 

日本樹脂施工協会会員 

サンスター会会員 

リフリート工法普及会会員 

TVS赤外線建物診断協会会員 

（広島県知事許可般一60第4809) 

O 株733含i1v之惹蓄すン 
TEL 082-291-1631(i4 FAX 082-291-1739 

建築防水資材の名コンビ 

シーリング材 
シリコーン1液2液 変成シリコーン 

ポリサルフアイト“ 

ウレタン1液2液 

アクリル ブチル 油性 

★防水吹付材・ェボキシ注入材 ． 

★ェポキシライニング材・防水塗床材 

★ウレタン防水材・シート防水材・伸縮目地材 

バックアップ材 
角型 丸棒超硬質特殊形状 

コムグレイジングロープ 

マスキングテープ 

他副資材 

豊富な在庫で迅速納入 

添） 
フョ・ーお長式会師土 
本社・建材営業部ノ〒I30東京都墨田区業平5-5-6 Tel. 03(626)337I（代） 

大 阪 支 店ノ〒532大板市淀川区宮原5-6-10 TeI.06 (395) 0201（代） 

仙 台営業 所ノ〒982仙台市一本杉町31-I 8TeI.0222(98) 1334（代） 
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委員長 

総務奏員長 

就任して 

西尾直人 

, 

ここ三年ほど工業会の理事として，会長はじめ各 

委員の方々の仕事ぶりを拝見し，手弁当で誠にご苦 

労なことであると心中秘かにご同情申し上げて居り 

ましたところ，今般はからずも総務委員長をおおせ 

つかり，少なからず慌てている所であります。 

給料の出所が同じで，一人の社長の下に統率され 

た組織として動く社内の仕事とは異り，利害必ずし 

も合致せず，お互いを縛る絆も弱い業界団体の中で 

物事を協議し調和を保ちながら行動することは必ず 

しもやさしいことではありません。しかしそれだけ 

に，確固としたお互いの理解が築かれて着実な前進 

を実感した時，喜びもことさらに深く大きいことと 

思います。 

総務委員長の仕事は，工業会活動全般の調整・推 

進役，財務管理と事務局運営その他もろもろと範囲 

が広く，焦点の絞りにくい職務で，又，あまり絞っ 

ていては勤まらないのが総務の宿命かと思いますが， 

その中でもこの一年の間で次の三項は重点を置き実 

現したい目標あるいは原則です。 

一I 全員参加の実現 

二．健全財政の実現 

三.会則・内規の充実 

何となく耳に入って来る,「会費が高い」「工業会 

の意義は？」といった会員の声にどう応えたらいい 

のか，就任以来考えておりますが，会員の皆様から 

もご意見・ご要望をどしどし小役まで気軽にお寄せ 

下さい。又，少しでも機会をとらえて会員各社を訪 

問させていただきます。 

財政面では，かって先任者の苦労された頃に比べ 

ると，現在の工業会は当面安定しておりますが，こ 

れはたまたまそうなっているだけで，経費というも 

のは個人でも組織でもちょっと気を許すとたちまち 

肥大するものです。今年度は予算が既に決っていま 

すが，実行面で少しでも節約するよう，関係者各位 

にはご協力をお願いします。 

会則・内規のたぐいで，制定された時から周囲の 

条件がすっかり変ったため不自然になったり，最近 

の実状から見てより充実した規定が必要となったり 

しています。事務局運営に関するものも含め，新 

したり改定したりしようと考えていますのでいずれ 

総会・理事会などを通じ皆様のお知恵を拝借するこ 

ととなりましょう。 

以上，就任の挨拶とさせて頂きますが何よりも会 

員の皆様のご支持ご理解なしでは勤まらぬ仕事です 

ので宜しくお願い申し上げます。 

 + + + + + + ＋・ー・→ 

技術委員長に 

就任して 

西沢順之助 
! 

* 1' ● I I '4 I I I S 4 

なんの因果か2度目の技術委員長に就任すること 

になりました。 1 度目は栗原委員長（当時日本添加 

剤工業卿）が社用のため任期半ばにして離任するこ 

とになり，突然この若僧にお鉢が廻ってきた訳です 

が，若気の至りで一生懸命やり過ぎたため（JIS A 

5758制定における変成シリコーン名称問題，建設省 

仕様における適材適所問題など） 2年で馘になりま 

した。その後平野前委員長のもとで約10年間修業を 

'4 



積みましたが，如何んせんレベルが違い過ぎます。 

威厳（Dignity) ，客観性（0可ectivity) ,公平性 

(Impartiality) ，正義感（A sense of justice)，能 

力（Ability) などのどれをと、っても比較になりませ 

ん。しかし，一旦就任したからには私の特徴である 

『裸の大将・馬鹿丸出し』でやってみようと決意し 

ております。そうは言っても，やはり前委員長のも 

とでの民主的な，かつ合理的な委員会の運営は大い 

に勉強になりました。それは副委員長3人制と多く 

のワーキンググループ制によって，活性化した技術 

委員会活動が遂行されているということです。私も 

この伝統を守り，委員会メンバーをはじめ皆様方の 

昭和63年度 技術委員会活動事業計画（案） ＊印 リーダー 

事 業 内 容 備 考 

1 .シーリング業界の地位向上 

1 - 1 . JIS JASS及び総プロの成果の普及活動の実施 

1 -2 . 日本シーリングエ事業団体連合会他、関連団体とのコミュニ 

ケーション強化 

・建設省他官公庁 ＊山内、広石 

・日本シーリングエ事業団体連合会 ＊塚本、金山 

・日本カーテンウオールエ業会 ・日本サッシ協会 ＊井上、角野 

・コンクリートカーテンウオール工業会 ＊塚本、池田 

・ALC協会 ＊内海、平賀 

・板硝子協会、建築ガスケット協会 ＊篠沢、井上、角野 

・日本乾式防火サイデイング協会 ＊斉藤、滝沢 

・日本建築仕上材工業会 ＊林、北川 

・日本外壁防水材工業会 

・中央職業能力開発協会 ＊北川 

・日本塗料エ業会 ＊山口、滝沢 

2 ．技術レべルの向上 

2 -1 ．シーリングに関する資料、情報の収集提供 ＊森岡、角野、平賀、井上、斉藤、広石 

2 -2 ．品質の向上及び標準化の推進 

・試験方法と評価の見直し 

・耐候性試験の継続（総プロ） 

＊笹谷、他 

2 -3 ．適正保証条件の確立 ＊池田、塚本、金山、笹谷、山内、広石 

2 -4 ．補修、交換技術のシステム化 ＊山内、笹谷、塚本、金山、滝沢、林、池田 

2 一5 ．検定委員会への協力 

2 -6‘ 日本建築学会ガラスエ事小委員会への参加 ＊篠沢 

2 -7 ．技術勉強会・研修会の開催（会員対象） ＊斉藤、森岡、池田、平賀、篠沢 

2 一8 ．技術資料の視聴覚化への準備 ＊滝沢、山口、井鳥、林、井上 

2-2.試験法WG チ ー ム リ ー ダ ー サプリーダ一 メ ン ノぐ ー 

A 角 野 立 田 竹 生、 滝 沢、 金 山 

B 林 平 賀 内 海、 河 端、 篠 沢 

C 広 石 井 鳥 池 田、 斉 藤、 森 岡 

D 笹 J 谷 北 山 口、 井 上、 塚 本 
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ご協力・ご支援を仰ぎ，発展する技術委員会を運営 

していきたいと考えております。さて，今年度の技 

術委員会活動計画は別表の通りですが，この中で特 

に特徴的な活動をご紹介したいと思います。 

1) 2一2．品質の向上及び標準化の推進 

・試験方法と評価の見直し（試験法WG) 

このテーマは昨年度からワーキンググループが発 

足し，調査・検討を開始しているテーマであり，シ 

ーリング材に関する各規格・仕様書類（JIS の改正， 

JASS の改定，総プロ指針の制定など）への協力が一 

段落した中での本格的な目玉テーマといえます。シ 

ーリング材に関する試験法も国際的な整合性を必要 

とする環境となり，またJIS以外の評価方法も市場 

では数多く利用されているため，これらの整合性と 

標準化の必要性から工業会試験法或は工業会評価標 

準を設定しようということになった訳です。この計 

画は外部学識経験者のご指導も仰いで昭和65年完成 

を目標としています。 

2) 2 -4 ．補修・交換技術のシステム化 

このテーマは建設省建築研究所と工業会との官民 

連帯共同研究の形で活動することになりました。こ 

の目標は総プロの中で検討されまとめられた補修・ 

交換指針を更に一歩進め，具体的な補修・交換工事 

仕様書を作成したいということです。この計画は昭 

和64年度内の完成を目指しています。 

3) 2 -7 ．技術勉強会・研修会の開催（会員対 

象） 

技術委員会は全会員が自由に参加（メンバーにな 

る）できるよう門戸が開放されていますが，それで 

も現在20名位です。従って，技術委員メンバーの勉 

強も必要ですが，更に全会員参加の勉強会なり研修 

会を行い，会員全体のコミ、ュニケーションをはかり 

たいということが主旨になっています。 

4) 2一8．技術資料の視聴覚化への準備 

現在，工業会からの情報はシーリング誌，シーリ 

ングニュース或はシーリング材ハンドプック，管理 

士テキストなど活字を通じての情報提供ですが，こ 

れらの技術情報をビデオ，スライドなど視聴覚化し 

て供給したいとの考えから準備（調査・研究など）, 

テーマを設けました。 

シーリング工業会の技術委員会は別表のような盛 

沢山のテーマに対し，一っーっ真剣に労を惜しまず 

活動してまいりますが，皆様方のご支援，ご協力な 

しでは成り立ちません。今後共よろしくお願い申し 

上げまして，筆を置きます。 

t t , , I + , 

広報委員長に 

就任して 

小林茂之 ~ 

ー1 , + + - - $ + 一’ I -

2 年振りに，再び広報委員長の重責を賜り皆様方 

に「より早く」，「より充実した」，「より適確な」情 

報誌として，年1回「シーリング誌」，及び3 ケ月に 

1 回「シーリングニュース」をお届け致す事となり 

ました。前委員長・山内雅夫氏には，副委員長とし 

て留まって戴き，何かと御助力を賜り，大谷会長の 

「明るい業界」への一助となる広報活動を心掛けた 

いものと念じております。 

きて，その内容につきましては，当工業会も積極 

的に参加致しました，建設省総合技術開発プロジェ 

クト 「建築物の耐久性向上技術の開発」でまとめ‘-

れたシーリング防水の劣化診断，補修・交換，耐久 

設計の各指針の業界内における普及活動，ならびに 

JIS, JASS等の普及活動を重点的に行い，また，I 

業会内部での各活動も適時お伝え致し度く有意義な 

広報誌の発行に向け委員一同頑張る所存であります。 

技術委員会とも協力し，各地で「説明会」等も随 

時開催しておりますが，業界全体で知って戴きたい 

ものはまだ数多く有るようです。これらにつきまし 

ても一地区，一業界の問題としてでなく，広くお知 

らせするつもりです。 

当工業会も25周年を迎え，機関誌の中では特別企 

画も計画致しております。また，既にご承知のこと 
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と思いますが，当工業会の顧問でもあります千葉大 

学の加藤先生には毎号御趣味の“俳旬” を寄稿戴い 

ております。季節に合った解説も一服の心の安らぎ 

となっております。 

北から南まで，学・官・材・販・工及び需要家各 

位の御協力と御指導を切にお願い申し上げます。 

ー・．・・一・→ ＋ －一 ＋ + . +

調査委員長に 

就任して 

上田益弘 ’ 艦 － 

’ー ● 一一Imー ’ ;- t + * ' - q 

63年の幕開けより製造業の設備投資回復による工 

場増設計画が活発化しています。一方，個人消費も 

1 -3 月の前年同期比率は10.9％の伸びとなってい 

ます。又，日本の実質経済成長率も1---3月の前年 

同期比率は11.3％と11年ぶりの2ケタ台を記録して 

います。建設では大都市を中心として再開発による 

建設プームが始っており内需景気は継続の気配充分 

であります。 

しかしながら住宅着工は昨年秋をピークに減少の 

方向であり，公共投資も63年度予算は前年度補正後 

に比べて横ばいとなっています。好調の中に小さな 

黒点が見えかくれする63年度ではないかと思われま 

す。 

日本シーリング工業会の62年度シーリング基材別 

生産量集計では前年上L110％の2 ケタ伸びで遂に6 

万トン台に達しております。オイルショック後の昭 

和49年度を除いては毎年着実に前年実績をクリアー 

して成長してきました。しかし，調子よくクリアー 

してきたのは，出荷量とそれに関わる経費であって 

問題は肝心の価格面が全くクリアー出来ずにいるこ 

とで，益々厳しい状況に追い込まれつつある事に注 

目する必要があります。草臥儲けの骨折り損になら 

ぬように今の内需景気持続中にもう一度我々の今置 

かれている損益の立場を見直して望ましいバランス 

が保たれる業界を目指す事が今後の大きな課題では 

ないかと思います。 

市況も4 , 5 , 6月はやや小康状態を保っている 

様子です。しかるべきは，過当競争を避け労多くし 

て功厚い業界に向けて有為なる汗を流せるように期 

待します。 

大谷新会長の“明朗なる業界” をモットーに日本 

シーリング工業会の益々一層の発展に今後共努力し 

て参りたいと思います。また，暑さに向う折りから 

業界各位におかれましては健康に留意されて全員が 

元気な顔で相目見える事が出来ますよう期待してい 

ます。 

+ 

シーリング検定 

奏員長に 

就任して 』 

池田生雄 

日シ工，63年度の 「検定委員長」 を引き受けるに 

際し，自分なりの感想を述べてみたい。 

私としては，委員長はやり直しの形である。初代 

委員長の梅本氏から引継いでの6年間に委員長を経 

験，そして，本年，前委員長の角野氏個人の御事情 

により，正副委員長の交替となった訳である。委員 

長就任当初は，委員長とは名ばかり，技術委員会の 

全面バックアップがなければ何もできなかった事を 

思い起す。その後経年において，検定委員会として 

の自主独立をはかり，運営面においてはカリキュラ 

ムの改訂，新設，特別講演など，材料を含めた業界 

の進歩，変遷に的を得た企画を実施してきたつもり 

であった。しかし，永年の担当でマンネリ化しつつ 

あったことを否定できない。昨年，管理士制度発足 
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から10年の区切りを迎え，委員会としては，規約の 

一部改訂，更新講習の全面見直しによる便宜改善を 

実施した。この新しい対応は，マンネリ化の一部打 

破であり，強力なリーダーシップを発揮された角野 

前委員長に感謝する次第である。 

さて，昨年の受講，受験者の数の多さに見られる 

如く，日シ工の 「シーリング管理士制度」 に対する 

関心の深さと認識の向上は驚くばかりである。女性 

の管理士誕生も2年連続となり，シーリング業界に 

全く新鮮な息吹きが芽生えたことになる。 

管理士についての受験者の増加は，日シ工連加盟 

会社の増加と各会社のオーナーを始めとする諸先輩 

方の認識と理解の向上が大きく寄与しているものと 

考えられ，管理士制度スタートより同調協力してい 

ただいている日シ工連の役員の皆様に誌面を借りて 

お礼申し上げる次第です。 

技術管理士の受験者の増加は，日シエメンバー， 

ディーラー等の社員に対する研修制度の一環として 

すっかり定着した中で，特にディーラー関係の方の 

末広がりが目立ってきている。 

材・販・エの連携を願う日シ工の主旨にも沿い， 

この連携を土台としたシーリング防水の向上とクレ 

ームの減少は，我々委員会の究極の目的と言っても 

過言ではない。 

経年における我々委員会の努力は，確かに，クレ 

ームを減少させ，ユーザーの信用を得る上でも効果 

が生まれつつある，と自負出来る面があるが，未だ 

満足する結果には到達していない。 

やり直しの形で引受けた委員長として，今後も継 

続して取組むべき課題を整理してみると，ともかく， 

62年度現在の有資者（管理士・309名，技術管理士・ 

415名，計・724名）の人数を，もっと増やさなけれ 

ばならない，という目的に沿うことであり，それに 

は以下の事項があろうかと考えている。 

0 カリキュラムは，基礎的なものは別として，常 

に業界の動きにマッチした新しいものを取入れ 

る必要がある。 

〇合格だけが最終目的である，というような受験 

者に対する圧迫感を取除き，勉強していただく， 

という環境作りを心掛ける。 

〇受験資格については，急激な変革は望めないに 

しても，徐々にその対象を広げるよう検討して 

いく。 

このような状況になると，受験者の様変わり 

が生じてくると思われるが，対象者に受け入れ 

られ易いカリキュラムを導入すべく,考慮する。 

0検定委員のメンバーを増加し，新しい人の加入 

協力を得る。このことによって，日シ工会員会 

社のより以上の理解をお願いすることになる。 

0受講，受験の実施日も2月に固定してしまった 

感があるが，受験者の都合，要望を出来るだけ 

取入れるべく，考慮する。 

〇講師の選定は，出来るだけその分野におけるオ 

ーンリティーの外部の方にお願いし，業界の裾 

野を広げていく。 

以上のようなことであるが，委員会としては可能 

な事項はすぐやるべき，の考えに基づき，63年度は 

この中のいくつかの実施を既に決定している。 

私としては，今後何年委員長を引受けることが出 

来るのか，いや，やらせていただくのか？，現在は 

未定である。何分，私もロートルの部類に属してい 

るため，そろそろ潮時と考えているが，日シ工に生 

まれた 「シーリング管理士制度」には潮時があづて 

はならない。 

今後，益々の「管理士制度」発展を願う時，私の 

仕事は引継ぐべき次期時代の若手委員の方々に良い 

基盤を残していく事である。この意志を，改めて強 

く持つ次第である。 

ーノ ~7か 
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ビル用改装サーッシエ事 

I古舗の企画・設計・施エ 

R のマークは 

『購 
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理建工業 
の“マークてきす。 

I 
「14 
」
卿
 

建設大臣許可番号（般-60）第9923号 

ー級建築士事務所 （知事登録第20035号） 

工田 油・ ・・・r " 4述I竺 14ユ．心、 ‘エ 
J・土 匡 ・」ー 禾 1不 工、 云 ‘「二L 

本 社 東京都墨田区太平4 丁目22番4 号 
ft03(622)4081(ft表) FAX03(622)4779 

横浜営業所 横浜市西区岡野 1 丁 目15 番 7 号 
（店装部） 丑045( 313)1371（代表） 

ダャブミ・フェーズ皿ビル 
（クアラルンプール・マレーシア） 

耐火2時 lJIS A 5758 耐久性区分8020に適合＼ 

＼建設省告示~2引号 準不燃に適合 1 ＼建設省告示~23 号 準不燃に適合 

- nt岬地シークンク材‘無汚染タイプ 

工マシ,シーラント 

エヌシーシーラント 他社ジリコ篇ジニシーラン ト 

三璽証ジウFル工法の讐竺二7L4 '7)畠井ドーー蔓 
ーーーnン7ソユ“レーンョーノ；下ーート’ば乙の口」勤‘日‘J包吐~“一一網酬：－・－ - - n一 ~ 

－鮎太理石灘k 滋な灘処血苔四盃動目地I三~ 

履卿自策紡コンノ骨ウンド株式会社 一冗～ぐか唯懇烈塾戦I鰭鱗 
「に 本社／〒I03 東京都中央区日本橋富沢町9番~0号（稲村ビル）「 こ 

~－－、三事一－ り～Et03 13630IFA ~3-433- 91I（代望 

S S " 
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耐久性テーマに研修会 

講師に笹谷氏派遣 

建材研究会 

織化されたもので，組合員は全員 

が日本シーリング工事業団体連合 

会傘下の中部シーリング工事業連 

合会に加入しており，理事長には 

堀川信昭氏（静岡コーキング工業） 

が就任した。なお，同協組では9 

月に発会式を挙行する予定。 

組合設立の趣旨 

建設業界は内需拡大策により超 

繁忙を来しているが，中小企業は 

その恩恵を受けることなく，より 

一層厳しい状勢になっている。私 

共シーリング工事を専業とする中 

小企業者も従来の経営を根本的に 

改革し，企業の近代化を図り経営 

及び技術の向上はもとより事業の 

合理化等を講ずることが急務であ 

ると認識し，下記のメンバーによ 

り協同組合設立に至った。 

ついては，これを機会に全組合 

員一丸となって尚一層の努力を結 

集し皆様のご期待にお応えする所 

存にある。今後共よろしくお引立 

て賜わりますようお願い申し上げ 

たい。 

会は，同研究会の下部組織で，今 

回のシーリング材勉強会は，4 月 

開催の第42回分科会でテーマとな 

ったもの。 

開催されたのは，4月27日午後 

2時から大阪市西区立売堀の「建 

設交流館」。笹谷副委員長の講演概 

要は次のとおり。 

N テーマ：建築用シーリング材 

についてン資料：シーリング材ハ 

ンドブックN内容：①日本シーリ 

ング工業会及び技術委員会の概要 

②最近の技術動向③シーリング材 

ハンドブックの編集について④シ 

ーリング材ハンドブックの内容③ 

歴史⑥新しいシーリング材⑥JIS 

⑥各基材の特徴⑥適材適所表⑤ 

（質疑応答）塗料との関係について。 

なお，当日は，会員21名の参加 

で約2時間にわたって行われた。 

ぎ
」
」
」
」
 

助日本建築総合試験所と囲日本 

建築材料協会が共催する「建材研 

究会」の内部機構である耐久性能 

分科会（会員27社）では，このほ 

ど建築用シーリング材の耐久性を 

テーマとする勉強会を開催，当工 

業会より笹谷茂生技術副委員長を 

講師として派遣した。 

建材研究会は，建築材料に関す 

る広範な情報の交流ならびに品質 

の向上と研究開発に資することを 

目途としており，関西地区の各種 

建材メーカー，プレハブ住宅メー 

カー，ゼネコンの技術担当者によ 

り構成されている。耐久性能分科 

静岡シーリング工事業協組 
19社で発足 

組合員は次の各社（50音順，カッ 

コ内は代表者・敬称略，所在地）。 

レ石渡産業（石渡文治，沼津市） 

N 大村商事（大村盛雄，榛原郡） 

N 掛川シーリングエ業（榛葉勉， 

掛川市）N三信工業（上野孝晴， 

静岡市）N静岡コーキングエ業（堀 

川信昭，静岡市）N清水シール工 

業（沖島敏雄,清水市）Nシンコ 

ー工業（新保喜美雄，清水市）N 

新静シーリング（川口博史,静岡 

市）＞関シーリング工業（関泰夫, 

静岡県内のシーリング工事業者 

19社により，このほど静岡県シー 

リング工事業協同組合が設立され， 

4月21日静岡市内の静岡ステーシ 

ョンホテルで創立総会が開催され 

た。同協組は，従来の静岡シーリ 

ング協会が発展的に解散，法人組 

堀
川
信
昭
理
事
長
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富士市）＞大栄工業（土屋友親， 工研（西村房男，静岡市）>浜松 

焼津市）＞ツカコシ商エ（塚腰熱，シーリングエ業（伊藤正智，浜松 

浜松市）＞東海建材工業（杉浦康 市）＞不二化成品（竹下幸嗣，静 

夫，浜名郡）＞ナカムラシール（中 岡市）レヤグチエ業（矢口公也， 

村守，浜松市）＞中村コーキング 富士市）＞和興建材工業（高柳誠， 

工業（中村勝則，掛川市）＞西村 浜松市）。 

SGS構法で研修会 
関シ協主催 

関西シーリング工事業協同組合 当日は，関シ協組合員，同賛助 

主催，当会大阪支部の後援による 会員を中心に約50名の参加があり， 

[SGS構法研修説明会」が，2月 注目の構法についての研修意欲に 

24日午後1時30分より大阪市西区 満ちた勉強会となった。 

立売堀の建設交流館で開催された。 

会員消息 

［社名変更］ 日本タイルメント株 

は4月21日より株式会社タイルメ 

ントに社名変更。 

新入会員 

［賛助会員］株昭和丸筒（本社・ 

大阪市北区堂島浜1の4の19，佐 

藤扨社長） 

変成ポリサルフアイド分科会だより 

今年より新たに，変成ポリサル 

フアイド分科会が発足しました。 

現在，構成メンバーは，賛助会員 

1 社を含む合計6社です。こんな， 

ミニ分科会ですが，とにかく新基 

材の生れたてとあって，やること 

はイッパイ0 すでに，都合2回の 

会議が開かれて，当会の活動方針 

などについて，活発に意見が交換 

されました。その内容について， 

まとめたものをご紹介させて頂き 

三洋工業株式会社 

松浪久夫 

ます。 

 打合せ内容 

当基材の，JIS追加申請に向け 

て活動したい。（但し，今後，理 

事会に諮って，承認を頂く必要 

がある。） 

JIS追加申請のための，具体的 

な方法について，工技院にアド 

バイスを請う。（訪問済。） 

・当基材を，普及させるための基 

材PR用資料を製作する。 

移転 

カネボウ・エヌエスシー翻東京営 

業所 新住所＝＝東京都千代田区平 

河町1 - 3 -13菱進平河町ビル 

〒102 電話（建材直通）03(221) 

2384, FAX03 (263) 4705 

株東郊産業関東営業所設立 住所 

＝埼玉県大宮市東大宮1130-14 

9 330 電話0486 (85) 6272 

物故者 

芹口賢ニ氏（せりぐち・けんじ＝一 

信越化学工業常務シリコーン事業 

本部副本部長） 4月20日心不全の 

ため死去。当工業会ならびに業界 

に多大な貢献をされました。慎ん 

でご冥福を祈ります。 

・市況についての意見交換。 

・その他 

活動内容などについて，幹事会， 

技術委員会に報告しましたが，分 

科会としては，JIS追加申請につ 

いて，次回の理事会に諮って頂き， 

承認を得次第，具体的に方案を実 

施に移してゆく方針です。 

とにかく，生れたての分科会で 

す。皆さんのご協力が必要です。 

どうか，行末，よろしくお願い申 

し上げます。 
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超高層ビルでの実績と信用 

シーリング工事 責任施工 

日本化成工業株式会社 
許可番号 大阪府知事許可（般一62）第34549号 

T 564 吹田市南金田1一4 -46 

TEL 06(385) 3886(ft) FAX06 (385) 3055 

昭和日本化成株式会社 
許可番号 知事許可（般-62）第12100号 

T814 福岡市早良区原4一8-11 

TEL 092(843)3311(ft FAX092(843)3314 

南日本化成株式会社 
許可番号 知事許可（般-61）第4182号 

〒 891-01 鹿児島市中山●T2037- 5 

TEL 0992(67)6121(ft) FAX0992(67)6125 

一窒選 

か 

」》 

●・ 

山
、
航
 

I二 

篤 

露
 

《
一
 

，
 

」」 一
 

使いやすさと信頼性の調和 タイルメントの充てん剤 

充てん剤を使用する場合、施工場所により様々な条件が提示されます。この様々な条件をクリアーし、作 

業される方が安心してご使用いただけるように、タイルメントでは各種の充てん剤を取揃えております。 

. s-100（シリコーン系） ●S-200（変成シリコーソ系） ●S -303 L M（ウレタソ系） ●シ印0（ブチルゴム系） 

.S -101（シリコーソ系） .S -300（ウレタソ系） ●S -500（アクリル系） ●S-700（油性系） 

~ 

'7 
抹式会社ョイ」しメコト 

本社/〒 453 名古．市中村区電跡町Iの騙 TEL(052)412ー弱m代l F AX (062)411-3516 

．東京支店■大阪支店■名古屋支店■仙台営業所■福岡営業所■広島営業所■札幌出張所■横浜出張所■北陸出張所 
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じノグ 漆との仕上塗材 
付着性測定結果 

日本シーリング工業会・日本建築仕上材工業会共同研究 

望馨鶴馨認評認麟巽恭認碧馨認認巽認認馨馨欝藤認計認き認I認IこI.' . ,' .' 

はじめに 
望認認曹認J認認き認認認曹認認巽報!婆認終愛認曹認認‘に‘‘認柔認認こII 

当工業会とNSK共同研究の屋外暴露試験は，今 

回，仕上塗材のシーリング材に対する付着性測定を 

行なった。バリアープライマーが仕上塗材の付着性 

を阻害する傾向にあるなど，新たな問題が示唆され 

ている。一応，これを以て，現状把握のために実施 

した屋外暴露試験は終了する。 

今後，当共同研究は，次の課題に取り組む予定で 

ある。 

》。促進試験方法の確立 

これは異常現象の事前判定のためにも必要であ 

り，また当工業会の試験法WG活動にも結びつ 

く。 

0実態調査の実施 

実際の建物におけるシーリング材と仕上塗材の 

組合せ及びそれの異常発生状態を調べて，屋外暴 

露試験結果を裏付ける。 

以上の活動に関連して，先般の両工業会合同検討 

会にて合同WGの結成が討議され，従来にも増して 

協調体制が整いつつあることを付記しておく。 

（技術委員・林信義 記） 

認巽欝認認巽爨輪隷赫餐薄耕暴輪望話‘誌卿蒋馨襲欝；詐襲 

1．目 的 
に認認認認認帯認認話珊欝網欝欝欝鶴輪輪菊鶴欝鶴菊輪輪珊輪麟網嚇霧霧欝輪馨武 

各種シーリング材に各種仕上塗材を塗装し，2年 

間屋外暴露した試験体について，スクラッチテープ 

テストを実施して付着性を検討することを目的とし 

た。 

菊繋: s'::‘ここ‘"4 *o """"" a 蹄欝麟赫範鶴鶴菊 

2．試験内容 
o.計認計認認認曽望zこ6! .請認静r認rJI'JJJ 'JJ 認欝費甘愛認認誌計 

2.1 使用材料 

(1）仕上塗材 

本実験に用いた仕上塗材の種類を表－1に示す。 

(2） シーリング材 

本実験に用いたシーリング材の種類を表－2に示す。 

(3）汚染防止用プライマー 

各メーカー，各基材毎 

2 .2 試験体作製 

(1)図司のアルミ製みぞ形容器にシーリング材を充填 

し，常温で7日間養生した。 

(2）養生終了前にシーリング材各メーカー指定の汚染 

防止用プライマー（バリアープライマー）を充填され 

たシーリング材の1/2の面積に塗布した。（注：一部無 

塗布のものがある。） 

(3） スレート板にバックアップ材と交互に貼付けた。 
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表一1 仕上塗材の種類 

名 利； 種類 

A 外装薄潅材E（樹脂リンン） 4 

B 外装薄治材E <可とう形〉（弾性リシン） 1 

C 複層塗材Eアクリル溶剤系上i令材(Eタイル） 2 

D 複層i令材Eアクリルウ－レタン系上准村(E タイル） 2 

E 複層確材Eエマルション系上塗材（E タイル） 2 

F 複層塗材REアクリル溶剤系上塗材(RE) 1 

G 複層塗材REアクリルウレタン系上塗材（RE) 1 

H 外装厚雄材E(樹脂スタッコ） 2 

J 外装厚堆材C )セメントスタノコ） 1 

K 外装厚塗I4CE（ポリマ一セメントスタノコ） 1 

L 防水形複層塗材E（単層弾性） 4 

M 防水形複層塗材E（複層弾性） 4 

N セメント系下地調整雄材くSBR系混和液×CF) 1 

p セメント系下地調整堆材くアクリル系混和液×CF) 1 

Q セメント系下地調整塗材くEVA系混和液〉(CF) 1 

(4） 白色系仕上塗材を各仕様により塗り付けて常温で 

7日間養生した。 

2.3 試験方法 

(1）横浜市港北区で南面仰角45。の暴露台を使用して昭 

和60年5月29日より昭和62年9月11日まで屋外暴露 

表―2 シーリング材の種類 

名 種類 

S R -2 ンリコーン2 成分形 3 

MS --i 変成シリコ一ン1成分形 3 

MS -2 変成シリコーン2 成分形 11 

PS-2 ボリサルフアイ ド2 成分形 12 

PU-i ポリウレタン1成分形 5 

PU-2 ポリウレタン2 成分形 16 

UA-2 アクリルウレタン2 成分形 2 

試験を実施した。 

(2）試験体は表面観察を実施した後，昭和62年11月17日 

建設省建築研究所において，スクラッチテープテス 

を行った。 

(3） スクラッチテープテストは，まずカッターナイフを 

用いて試験体表面からシーリング材に達するまで× 

印の傷をいれる。次に布製の粘着テープを貼付けて一 

定の力ではがす。この時，仕上塗材とシーリング材と 

の間で剥離する程度を評価した。 

(4）評価は剥離なし3点，局部剥離2点，実用性なし（部 

分剥離） 1 点，完全剥離0点とした。 

(5） 尚，厚塗材E(H )，厚塗材C(J )，厚塗材CE (K）は 

硬くカッターナイフの刃が入らないため，傷をいれず 

『
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斜線部 汚染防止用ブライマー ぐックアップ材 

シーリング材充てん済 
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図-1 スレート板へのアルミみぞ形容器の貼付け図 
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にテストを行った。 

また，セメント系下地調整塗材は表面風化のために 

粘着テープが接着しなかった。このため5fflffl厚の定規 

形状の板を表面から押し付けて塗膜を変形させ，剥離 

程度を観察した。 

端網韃鶴らL与与％；「ご盤繋鶴鶴欝鶴欝鈴鍵鶴愛爨網輪鵬瑠輪靭贈卿孀鵬鵬鵬網端晒贈 

覇藁鵬轟i認 -tU 鵬親親鶴暴網端鶴網鵬鶴鵬贈鶴麟卿熱劃卿瑠 
試験結果を資料－1及び資料一2に示す。（但し評価3点 

は空欄とした。） 

網軸製i驚雄認響輪錦袋i業総紺鵬鵬鶲響網劃封増明鵬鵬輪増嬬鵬贈揃製 
媽鵬襲鶴鶴鶴鶴総競都器韓馨鶴器鶴鶴盤鵬鵬嚇増揃網馴勤隷線総親隷捻湖鶴鶴網製 

仕上塗材28種類別に各シーリング材の評価点を合計 

二ものと100点満点に換算したものを資料-3に示す。 

また，シーリング材52種類別に各仕上塗材の評価点を合 

計したものと100点満点に換算したものを資料-4に示す。 

さらに，仕上塗材の名称別に平均したもの，シーリン 

グ材の名称別に平均したものを資料一5・1, 5・2，資料一6・ 

1, 6・2に示す。 

これらの結果より次のことが言える。 

(1）バリアープライマーの影響について 

①バリアープライマーはシーリング材と仕上塗材の付 

着性を低下させる傾向にある。 

②ただし，シリコーン2成分形（SR- 2）はバリアープ 

ライマーを塗布しないと逆に付着性が低下する。 

(2）付着性の良い仕上塗材 

①厚塗材E(H )，厚塗材C(J )，厚塗材CE (K）は厚みと 

凝集力で付着性が良好である。 

＝専塗材E (A )，可とう形薄塗材E(B）はバリアープラ 

イマーを塗布しないシリコーン2成分形（SR- 2）を 

例外的に除けば良好である。 

③複層塗材REくAc-U >(G)，防水形複層塗材E(M）の 

付着性が良好であったが，これらは暴露中に汚物が粘 

着し，テープの接着を阻害したもので実際の付着性は 

不明である。 

(3）付着性の悪い仕上塗材 

①複層塗材E <Ac>(C)，複層塗材E <Ac-U >(D)，複 

層塗材EくEm>(E）が良くない。ただし， 2 つのうち 

いずれも一方が悪く，もう一方はやや良いという結果 

である。また，バリアープライマーを塗布しない場合 

Ac-U くAcくEmの傾向があり，上塗材の溶剤が付着 

性に悪影響を及ぼしたことが考えられる。 

②セメント系下地調整塗材〈SBR>(N)，セメント系下地 

調整塗材くEVA> (Q）が良くなかった。 

③①②でバリアープライマーを塗布しない場合，ポリサ 

ルファイド2成分形（PS- 2）との付着性は良さそう 

である。 

(4）付着性の良いシーリング材 

①ポリサルファイド2成分形（PS一2 )，バリアープライ 

マーのデータはないがアクリルウレタン2 成分形 

(UA-2 ）が良好であった。 

②変成シリコーン1成分形（MS- 1 )，ポリウレタン1 

成分形（PU- 1 )，ポリウレタン2成分形（PU- 2 ) 

がバリアープライマーを塗布しない場合が良好であ 

るがバリアープライマーを塗布すると悪くなる。 

(5）付着性の悪いシーリング材 

①シリコーン2成分形が悪い結果である。バリアープラ 

イマーを塗布しないと，厚塗材CU )，厚塗材CE 

(K )，防水形複層塗材E(M）の一部以外のほとんどの 

仕上塗材と付着しない。 

②同名称の種類の中でかなり優劣の差が認められた。 

劃窮韓鶴欝馨鶴器襲耕I線雄線認総赫鶴鶴鶴鶴輪珊鶴欝錦鶴欝器器網鵬鵬鵬鵬鵬甥製 

鵬螺総黒襲恵忘蕊盤鶴揃鵬贈端増網豹網瑠瑠朝輪鶴瑠T鵬製 
考察の結果をまとめると次のようになる。 

(1） シリコーン2成分形（SR- 2）以外はバリアープラ 

イマーを塗布することによりシーリング材と仕上塗 

材との付着性を低下させる傾向にある。 

(2）仕上塗材の中で付着性の良好なものは，厚塗材E 

(H )，厚塗材C(J )，厚塗材CE (K )，薄塗材E (A), 

可とう形薄塗材E(B）であり，付着性の悪いものは複 

層塗材EくAc>(C)，複層塗材E <Ac-U >(D)，複層 

塗材EくEm> (E )，セメント系下地調整塗材〈SBR> 

(N)，セメント系下地調整塗材くEVA> (Q）であった。 

(3） シーリング材の中で付着性の良好なものは，ポリサ 

ルファイド2成分形（PS-2 ）であり，付着の悪いも 

のはシリコーン2成分形（SR一2）であった。 

(4）仕上塗材，シーリング材ともに同名称中でも性能の 

差が認められる。バリアープライマーの有無を含め 

て，その都度確認試験を行う必要がある。 
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資料l NSK ・シーリング工業会共同試験結果（屋外暴露2年）バリアープライマー⑤無スクラッチテープテスト 

に 
ンリコ 

ーーン2 
成分形 

SR-2 

変成ン 
リコ― 

ン1成 
分形 

MS-i 

変成シリコーン2 成分形 
M S -2 

ボリサルフアイド2 成分形 

P S -2 

ポリウレ夕 

ン1成分形 

P U -i 

ポリウレタン2成分形 

PU そ 

ア
 
ル
●
ノ
政
U
 

タ
h
，
ン
分
A
 

イ ロノ、 イ ロノ、 イ ロ 』 
ホへ トチ リ ヌル イロ ノ、ニ (

 
トチ リ ヌ ノレヲ イ ロ ノ、ニ ホ イ ロ 」 

ホへ "
 

リ ヌ ノレヲ ワカ ョタ イ ロ 

薄 iれ 材 E 

A -i 1 1 2 2 2 
A -2 1 2 

A -3 1 1 2 

A -4 21 12 2 2 2 2 2 1 
I‘里村S ' 'f と っ形 B -i 0 0 

嵐層'ii村E・AC 
C -i 1 2 1 1 2 2 1 2 21 2 1 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 
C -2 12 2 2 2 

嵐層唯材E Ac U 
D 一1 1 1 1 2 12 2 1 21 2 2 2 2 12 2 2 2 22 2 2 2 2 2 2 21 2 2 22 2 2 2 2 2 2 2 2 
D -2 1 1 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

嵐層准材E・Em 
E -i 1 1 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 
E -2 1 2 2 2 2 2 2 2 

複層塗材RE 'Ac F -I 1 1 1 2 2 2 2 2 
眼層i金材RE・ Ac-U G -i 0 2 

Y i令 材 E 
H -i 1 1 

, 
H -2 0 0 0 

厚 血 材 C J -i 

厚 塗 材 CE K -i 

防水形単層中材 

L -i 2 2 2 
L -2 2 0 0 

L -3 i i 1 

L -4 2 2 2 

防水形複層i全材 

M -I 00 1 

M -2 

M -3 0 0 

M 一4 

C F 'S B K N -i 1 2 21 1 0 1 1 2 1 0 1 12 2 1 2 1 1 i i 1 2 2 2 
C F・Ac P -I 2 1 2 1 1 2 2 
C F・E V A Q -1 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 01 0 0 0 1 0 1 0 0 

資料2 NSK ・シーリングエ 会共同試験結果（屋外暴露2年）バリアープライマー有⑩スクラッチテープテスト 

× 
ンリコ 

―ン2 
成分形 

SR一2 

変成シ 
リコ一 

ンI成 
分形 

MS -I 

変成シリコーン2 成分形 
MS -2 

ポリサルフアイド2 成分形 
P S -2 

ポリウレタ 
ン1成分形 

P U -i 

ポリウレタン2成分形 

PU -2 

〈ノh
・ 
ン
分
A
 

フ
‘
ル
●
ま
じ
 

イ ロz、 イ ロハ イ ロ ホへ トチ リ ヌル イ ロ ノ、ニ ホへ トチ リ ヌ ヲ イ ロ ノ、 ホ イ ロ ホ
 

ヌ ノレヲ ワカ ョタ 

i弾 竜 材 E 

A -i 2 1 2 2 2 1 2 2 21 
A -2 2 1 2 2 2 
A -3 1 1 1 1 2 2 2 1 1 
A -4 2 2 1 1 1 0 i i 

薄雄材S 可とう形 B -i 

櫻層 塗材S・AC 
C-' 2 1 1 1 2 0 2 0 2 1 1 2 1 2 1 2 2 2 1 2 1 0 01 2 2 1 1 2 0 2 2 0 0 
C -2 1 1 2 2 2 1 2 

複層亜材E Ac U 
D -I 1 1 i i 1 2 1 1 2 1 2 2 1 2 1 1 2 1 2 1 i i 2 1 0 0 2 2 1 2 2 2 2 0 1 
D -2 2 2 1 0 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 i i 

複層塗材F・ Em 
E -i 1 1 1 1 0 0 1 0 1 1 2 1 1 1 i i 2 1 0 0 1 1 0 0 0 2 0 1 
E -2 1 2 2 1 2 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 1 2 1 

複層塗材RE・Ac F -i 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 
複層塗材RE・Ac-U C -i 2 0 2 2 2 0 2 

厚 吻 材 E 
H-i 

H -2 

厚 塗 材 C J -1 

厚 雄 村 CE K -i 

防水形単層雄材 

L -1 2 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 
L -2 2 2 1 2 0 
L -3 2 2 2 0 2 2 2 2 1 1 2 1 2 2 0 0 0 
L 一4 2 0 1 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 

防水形複層141 材 

M 一1 

M -2 

M -3 
0 0 

M -4 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 
C F ・S B R N一1 0 0 1 2 2 1 1 2 0 2 2 2 2 2 1 2 2 2 1 
C F・Ac P一1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 1 0 1 1 2 1 1 1 
C F・E v A Q 一1 0 0 0 0 2 0 0 1 2 1 0 0 0 0 2 0 0 0 



資料4 シーリング材種類別評価 

ノ‘リアー 

フライマー無 

・‘リア・ー 

フライマ一有 
合 －，「 

評価点計 100換り： P11'楢Jとi計 100換算 'f価点計 100換算 

ン
 

!
 
!
 

コ
 ・ノR 

成
 

．分 
，
■
J
 一

S
 

什
 

2
2
 

イ 51 
6148 

7676 

125 

116 

74

69 ロ 40 

I0 ~ 

49 5B 65 77 114 - 68 

変成シリコ一ン1成分形 

MS -I 

イ 81 96 59 70 140 83 

ロ 76 90 59 70 135 80 

81 96 79 94 18? 95 

変成シリコーン2成分形 

M S -2 

イ 78 93 37 4' 115 68 

ロ 76 90 80 95 156 93 

76 90 

ニ 73 87 53 63 126 75 

ホ 77 92 80 95 157 93 

へ 75 89 76 90 151 90 

ト 75 89 71 85 146 87 

チ 74 88 77 92 151 90 

リ 75 89 70 83 145 86 

ヌ 75 89 77 92 152 90 

ル 77 92 77 92 154 92 

ポリサルフTイド2成分形 

P S -2 

イ 83 99 76 90 159 95 

ロ 94 100 Si 96 165 98 

S4 100 82 98 166 99 

ニ 83 99 83 99 166 99 

ホ 84 100 72 86 156 93 

へ 81 96 69 82 150 89 

ト 84 100 71 85 155 92 

チ 84 100 Si 96 165 98 

り B3 99 77 92 160 95 

ヌ 84 100 71 85 155 92 

ル 81 96 一 

ヲ 80 95 83 99 163 97 

ポ
 

ウ
 

タ
 

ン
 

1
 
成
 
分
 

形
 

レ
F
 

U
 

1
 

イ 82 98 67 80 149 89 

口 77 92 58 69 135 的 

81 96 71 85 152 90 

- 79 94 

ホ 83 99 77 92 160 95 

ポリウレ夕ン2 成分形 

P U -2 

イ 83 99 70 83 153 91 

ロ 80 95 59 70 139 83 

79 94 

ニ 77 92 60 71 137 82 

ホ 77 92 77 92 154 92 

へ 77 92 

ト 78 93 79 94 157 93 

チ 80 95 

リ 79 94 

ヌ 76 90 66 79 142 85 

ル 76 90 69 82 145 86 

ヲ 77 92 78 93 155 92 

ワ 78 93 76 90 154 92 

カ 78 93 79 94 157 93 

ョ 77 92 43 51 120 71 

5' 74 88 47 56 121 72 

アクリルウレタン2成分形 

UA -2 

イ 78 93 

ロ 80 95 

)
‘
ー
 

」一 醗簾舞鷺舞雄舞「舞報轟舞鯛篇舞舞蒙 

資料3 仕上塗材種類別評価 

パリアー 

フライマ一無 

ノくリア－ 

ブライマ－有 
合 計 

訓面点計 100換算 評価点計 100換算 評低‘-，計 100換算 

薄 'it 村 E 

A -i 149 96 116 90 265 93 

A -I 153 98 121 94 274 96 

A -3 151 97 114 88 265 93 

A -4 143 92 114 88 257 90 

i''It 村E 'Iとう形 B -i 150 96 129 100 279 98 

複 層 塗 材E・Ac 
C -I lii 71 69 53 180 63 

C -2 150 96 119 92 265 94 

嶺層塗村E・Ac U 
03 -1 107 69 70 54 177 62 

D -2 137 88 104 81 241 85 

棋 層 m 村E・E巾 
E -1 141 90 67 52 208 73 

E -2 147 94 105 81 252 88 

複層雄村RE・Ac F -i 145 93 ill 86 256 90 

‘主材RE・A c-U G -i 152 97 118 91 270 95 

厚 'It 村 K 

H

-

i

 

152 97 1的 600 281 99 

H -2 147 94 129 100 276 97 

厚 堆 村 C J -i 156 100 129 100 285 100 

厚 潅 村 CE K -i 156 100 129 100 285 100 

防水形単層塗材 

L -i 153 98 94 73 247 87 

L -2 149 96 121 94 270 95 

L -3 150 96 101 78 251 88 

L -4 153 98 86 67 239 84 

防水 形榎層 塗材 

M -1 148 95 129 1加 277 97 

M -2 156 100 129 100 285 100 

M -3 150 96 123 95 273 96 

M -4 156 100 99 77 255 89 

C F ・S B R N 一1 113 72 99 77 212 了4 

C F・Ac P11 146 94 97 75 243 85 

C F・E v A Q一1 89 57 83 64 172 60 



資料5-1 仕上塗材名称別評価 

名 称 
ノ‘リア― 

ブライマー無 

ノぐリアー 

ブライマ一有 
合計 

A 薄塗材E 960 900 930 

B 可とう形薄塗制E 960 100 0 980 

C 複層魂材E Ac 84 A 73 x 79 X 

D 複層塗材E Ac-U 79 X 68 x 74 )< 

E 複層塗材E Em 920 67 X 80 )( 

F 複層塗材RE Ac 930 86 A 900 

G 複層塗材RE Ac-U 970 910 940 

H 厚塗材E 960 100 0 980 

J 厚塗材C 100 0 100 0 100 0 

K 厚塗材CE 100 0 100 0 100 0 

L 防水形単層E 970 78 X 88 A 

M 防水形複層塗材E 980 930 960 

N CFSBR 72 X 77 >< 74 x 

P CFAc 940 75 x 85 A 

Q CFEVA 57 )( 64 X 60 )< 

10() 

50 

資料6-1 仕上塗材の名称別評価点 

A B C D S F G H J K L M N P C) 

B 

資料5-2 シーリング材名称別評価 

名 称 
バリア― 

プライマー無 
バリア― 

プライマ―有 
合引 

S R -2 56 x 86 A 71X 

MS -i 940 78 X 86A 

M S -2 90A 83A 86A 

P S -2 990 920 950 

PU -i 960 82A 89A 

P U -2 930 80 X 86A 

UA -2 940 

100 

5)) 

巌〇・・・100-引点 
△・・・叩-引点 
×・‘・ B0点以下 

―・・・欠損データー 

資料6-2 シーリング材の名称別評価点 

T
SR 2 MS I MS 2 PS 2 PU I PU 2 (JA 2 
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注目の的ノ 
山S耐久性区分9030に合格 

高性能一成分形ポリウレタンシーラント 

( J\JIS A 5758 
( f ' )PU_1-9030_A_N 

りノ許可番号386031 

AUTON5E1LER lOlA 

→ 
－雄－ 

肖藤 

」与」“ 

撫
 

轟‘ 

譲 

■ー ミ， 
＼

…

 

)
 

難 
鷲鵬 

難 (t 難童ii灘I■ 
.特長 0 ー液ですので、計量、混練、脱泡などの手 

間がいりません。 

0 モジュラスと伸びとのバランスが良く、振 

動伸縮に対する追従性が優れています。 

0 多くの被着体に対し非常に優れた接着性を 

もっています。 

0 硬化後、各種塗料による塗装が可能です。 

0耐候性、耐熱耐寒性、耐水性、耐薬品性に 

優れ、長期にわたり高性能を維持します。 

．荷姿 カートリッジ（320mg) 25本入リカートン箱、 

ミニペール缶（4e ) 2個入りカートン箱、 

ペール缶（1U ) 

．色 グレー、ホワイト、アイポリー、アンバー‘ 

製造元 

fl-K イヒ学互：業木朱式昌毒土 

東京都港I 四新僑2 -23-- 1 廿(03) 437-3482（代表） 

大阪市淀川区宮原1 -8 -12 B (06) 396-1421 

発売元 

隷武合社岩田商会 

名古屋 052-231-8591 

06-356-1121 

0822-49-7642 

092-472- 0235 

阪

島

岡

 

大

広

福

 

022-266- 1007 
03-438-051 1 
0262- 24- 0309 
0534-64-633 I 

台

京

野

松

 

仙

東

長

浜
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一味ちカ・フたユーサー集団7「一味ちカ・フたユーサ 
しーー 

山梨県板金組合での 
「シーリング材」説明会 

技術委員 池田 生雄 

ス板，アルミ（電解着色など）板，銅板，黄銅 

板などである。 

3） 現在使用しているシーリング材は,カートリ 

ッヂ入りの1液形弾性シーリング材が最も多く， 

2 液形は使用していない。（施工は，そのほとん 

どを板金取付けと同時に板金職人が行うため一－ 

あろう） 

4） 使用する1液形弾性シーリング材の種類は， 

シリコーン系が断然トップ，次いで変成シリコ 

ーン系，ポリウレタン系，の順となり，ポリサ 

ルファイド系,ブチル系，アクリル系も一部あ 

る，とのこと。 

5） 施工に際してのプライマー使用は，我々ーシー 

リング材メーカーが思っている程は使用されて 

いない。プライマーとは何か？を理解していな 

い人も数人見受けられ，その使用割合は約6割 

程度と判断される。フッ素鋼板，アクリルラミ 

鋼板，ポリエチ鋼板など接着が困難な被着体等 

については鋼板メーカーの指導が普及している 

筈で，これらについてはプライマーの使用は成 

されている筈である。いずれにしても，ノンプ 

ライマーでの施工で特に大きな問題が表面化1 

ないのは，板金という特殊なジョイント構造， 

あるのではないか，と考えられる。 

以上，今回の説明会に出席して強く感じたことは， 

日頃我々が取組み，論議している，JISやJASS，建 

設省の共仕等からは，かけ離れたユーザー集団が存 

在する。ということである。勿論,全く関係がない， 

ということではないが，耐用年数や劣化診断，施工 

要領書など，いかなるユーザーにおいても必要だと 

考えている事項は，現実まだまだ広くは浸透してい 

ない。 

日シ工にとっても，これらの普及は簡単にいく筈 

もないが，このような機会をできるだけ活用するこ 

ともーつの手段であり，この面で，今回の説明会は 

有意義なものであったと考えている。 

日シ工に対し講師派遣の依頼が有り 「シーリング 

材全般に対する説明を願いたい」 とのことで2月26 

日現地に赴いた。山梨県板金組合では80社程が参加 

して定例的に組合員に対する勉強会を実施している 

とのこと。シーリング材は組合員が日常の仕事で使 

用する頻度が多く，以前より勉強会の対象として選 

ばれていたそうである。 

会場は竜王公民館，甲府駅からタクシーで20分程， 

窓外の景色は「風林火山」の旗だらけ。午後1時よ 

り3時間の約東だったので12時30分に会場に着いた。 

驚いたことに，開始5分前になっても会場のドアは 

開かず，受付も居らず，パラパラと集ってきている 

組合員も 「今日は中止か？」の会話。待つこと40分， 

やっと幹事が車で到着,バタバタと準備が始められ， 

組合員も60名程度集まりやっとスタート。良く言え 

ば，この県民性は，「信玄伝来のスケールの大きさ」 

かも知れない。 

事務局にお願いし，前もって購入していただいた 

「シーリング材ハンドブック」 を基本説明資料に， 

その他板金用途ということで1液形の弾性シーリン 

グ材のカタログ数社のものを配布した。 

組合員の年齢は全般的に若い人が多く，高年の人 

は会社のオーナークラスと見えた。全般の説明の中 

でノートをとる人は少なかったが，熱心に聞き入っ 

ていただいた。質問等の内容から，板金用途のシー 

リング材について総括的にまとめてみると以下のよ 

うなことが言えると思う。 

1） 板金のシール用途は，屋根における金属同志 

（メーティング，ラップジョイントなど）が最 

も多く，次いで壁面における金属と壁材との取 

合（軒天などを含む）となる。 

2） 板金に於けるシーリング材の対象被着材は鋼 

板類が最も多く，この中にはブリキ， トタン， 

カラー鋼板，塩ビ鋼板，アクリルラミネート鋼 

板，ポリエチ被覆鋼板，フッ素鋼板，カラース 

テンレス鋼板などが含まれる。次いでステンレ 
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、辰論盲～~～、
低モジユラス 

（メタル・PCカーテン 
ウォール・土木用） 

ー 般 用 
（ガラス・一般建材用） 

1 成分形 
オキシム 

1 成分形 
アルコーIレ 
1 成分形 

酢 酸 

1 成分形 

381 
の＋3 3Bロ 

3 成分形 

型
 

シ
形
 

分
 

ノ
成
 

I
I
I
。

」

 

ア
ー
 

361 
の・i・2 

中・高モジユラス 
（ストラクチュラIレ 

グレイジング用） 

防 力 ビ 性 
（バ ス タ ブ 用） 

62 

63 

371 
,ロ三ノ-Iレ 

12ロロ 

83 73 

78 

64 

3ロ0 

67 

透 明 超
 （ショーケース用） 

難 燃 性 
（防 火 区 ． 内 用） 

難燃充墳シール用 
（シリコーンフォーム） 

性
剛
 

動 
木 

流

仕

 
マスチック型 
（油 性 補 修 用） 

*1 JIS A 5758 rSR・1・10030-A-Nj I -- - - -- -- -- - - -
’己.JIS A 5758「 SR・2-1 0030-A-Nj：認足品 許可番号第3B 1 l42 号 
+3 JIS A 5758 rSR・1・9030G・A-Nj 

信頼のブランド 

-J 

各種用途に適した 

製品のラインナップ 

超高層ビルに数々の実績がある 

トスシール。この実績が保証する 

品質の確かさ、十分なる技術サー 

ビス体制、豊富な製品ラインが、 

どのような用途にもきっとご満足 

のゆく製品となって、皆様のお手 

許にお届けすることができます。 

Iレ 

●建築用シーリング材に関することなら、 
まず、東芝シリコーンにこ相談ください。 

C)名扇Iba 
SILICロI\JE 

東芝コリコーコ 

東差司リコーン 
本社ノ●I06 東京都港区六本木6-2-3 

廿(03) 479-3501閥●支店ノ大阪・名古屋 

営集所ノ札幌・仙台・金沢・北関東・広島・福岡 

茎4 

3I 
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ゴ裏一止 

4鮎島轟轟無血膿無,胤蟲議無轟轟鵬轟」轟轟舞気詩，森森血熱喪 

-c l－費護二に議報轟に「舞二漁無郵轟喜・舞 臨母三ミ 事げ毒 A ・ー ミ 電 ・ ・， 

4 奉皐事“ "”皐 毒集4 阜4鼻血患血皇血魚皐皐皐

花りんご路傍に河童標とす 

沢埋めし五百羅漢に噺れり 

貞任の裔てふ老は馬洗ふ 

遠野は民話のふるさとである。路傍に，林の中に， 

川の辺に，民家に，いたるところに伝説や習慣が残 

されている。 

物見山の山麓，水無き沢に大小さまざまの自然石 

に刻まれた五百羅漢がある。若楓の影がたゆとう苔 

むした羅漢の中には，すでに線刻の定かでないもの 

もあるが，訪れた人々に思い思いの表情で，何かを 

語りかけているようである。 

遠野地方は相つぐ凶作により，餓死者二千五百人， 

出奔者四百九十四人，死馬二千頭にのぼったといわ 

れている。天明二年，その悲惨さを哀れみ，追悼す 

るために南部家の菩提寺大慈寺の十九代義山和尚が 

刻んだものである。 

常堅寺は，遠野郷十ニケ寺の触頭で，境内には一 

対のカッパ狛犬がある。頭部のくぼみに水が貯るよ 

うになっており，寺が火事のときに消火に協力した 

という話も伝えられている。遠野にはカッパにまつ 

わる話が多い。 

 間－

藤 正守 9 加
 

J謙
 

皐亀魚皇魚一4 皐奉皐阜阜傘皐奉奉‘皐血血皇皇  4 皐“皐皐本 

デンデラ野

山歌の聴へし野とや夏草に

常堅寺の裏を流れる川を足洗川という。源義家が

安倍貞任一族の征伐のとき，乗馬の足を洗った故事

によるものである。清らかな水が流れる渕には多く

のカッパが住んでいたことからカッパ渕と呼ばれて

いる。川辺には小さな祠があり，カッパ神を祀って二

いる。陶河童も飾られている。 ‘

カッパ渕で，苗床を洗う老人は，通称カッパ渕の

主で，安倍貞任の末裔という。

デンデラ野は姥捨ての野のことである。この野原

に捨てられた老人たちは，自らの生命の果てるのを

早池峯の神に祈り続けたのであろう。男が死ぬとき

は，夜中に馬の鈴や山歌，女が死ぬときは，すすり

泣きや子守歌がかずかに聴えたという。

夏草のデンデラ野に佇っと，色剥げた標，回ること

なき風車がもの悲しくもあり，妖気迫るものがある。

「ドンスコド」の太鼓の音が聞えてくると，遠野

の里は長い冬と別れを告げる。

（千葉大学工学部建築学科助教授）
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~so規 ついて 
技術委員会 

口
 

技術委員会では，試験法ワーキンググループの作 

業の一環として，国内外の規格について勉強をすす 

めています。一方，近年建築用シーリング材のISO 

規格がいくつか制定されており，IS0の動きを勉強 

するため，千葉大学建築学科講師の坂田種男先生を 

招きして6月7日勉強会を行ないました。ここに 

その概要を述べます。 

1. Iso とは 

ISO とは International Organization for Stan-

dardization （国際標準化機構）の略称で，工業規格 

の国際的統一と調整を促進することを目的として， 

1947年2月23日正式に発足しています。現在'S0 に 

加盟している会員団体は89カ国で，そのうち15カ国 

が通信会員（自国で規格を持っていないか，または 

発展途上国）です。日本は1952年に加盟しています。 

'SOでは理事会（CounciD のもとに，164のTC（技 

術専門委員会），さらに645のSc（小委員会）があ 

り，1556のWG （ワーキンググループ）が設けられ 

ています。各委員会には番号がついており，TC--59 

がBuilding construction（建築）を担当し，sc- 8 

加inting Products（建築用シーリング材）を分担 

ISO分類番号 原 文 訳 

IS0 6927 -1981 

Building construction - Jointing 

products - Sealants - Vocabulary 

Bilingual edition 

建築ー接合用製品 

Iシーラント一用語 

IS0 7389 -1982 

Building construction - Jointing 

products -Determination of 

elastic recovery 

建爾一二接合用製品 

弾性復元性の測定 

IS0 7390 -1982 

Building construction - Jointing 

products - Determination of 

resistance to flow 

建築ー接合用製品 

スランプの測定 

IS0 8339 -1984 

Building construction - Jointing 

products-Sealants-Determination 

of tensile properties 

建築一接合用製品― 

シ一ラント 一 引張接 

着性の測定 

IS0 8340 -1984 

Building construction - Jointing 

products-Sealants-Determination 

of tensile properties at 

maintained extension 

建葉二接合用製品― 

シーラント 一伸長下 

での引張接着性の測定 

しています。sc1 8 はほぼ2年に1度開催されます 

が，実質的討議は年に1--2回開かれるWGですす 

められています。 

委員会には各国がPメンバー(Participating 

member) または0メンバー（0bserver member) 

として加盟し，Pメンバーは会議に参加する義務が 

あり， 3回以上欠席した場合は0メンバーになって 

しまいます。 

坂田先生は，Tc-59のPメンバ-, SC-8の0メ 

ンノぐーとして参加しておられます。 

2． 規格制定の手順と意見の反映 

WG またはscで繰り返し審議されたDP (Draft 

Proposal ：原案）は， Tc においてPメンバーによ 

る75％以上の承認が得られればDIS (Draft Inter-

national Standard）となり理事会に送られ，参加国 

の賛否投票を行なったうえ理事会の承認を得てISO 

規格となります。 

建築用シーリング材について制定されたIS0規 

格5種類を表に示します。試験方法のみで規格値は 

ありません。 

これらの規格については坂田先生経由で入手した 

DIS に対し，技術委員会が意見を出していま 

すが，意見は反映されていないのが実状です。 

特にョーロッパ各国は，実質的討議の行 

なわれているWGへ積極的に参加し，自国 

規格をISO規格に反映させるべく努力し 

ています。従って，坂田先生から是非工業 

会から代表をWGに参加させ，意見を反映 

させるようにと強い要望がありました。 

なお，ISOの詳細については，坂田先生 

の書かれた 「ISO規格および外国規格と 

BL基準の整合性の調整」('5ベターリビン 

グ" 81号，住宅部品開発センター：P.30 -

40 1987年3月号）を参照して下さい。 

i 
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63年度シーリング管理士・技術管理士 

養成講習会及び試験のお知らせ 

今年も第12回シーリング管理士，第10回シーリング技術管理士の養成講習会が開催されます。 こ 
れまで本講習会により，283名のシーリング管理士と399名のシーリング技術管理士を世に送り出し， 
正しい施エと管理が定着しつつあることは喜ばしい限りで， この面で相当の効果をあげ得たものと 
自負もしております。 

シーリングを取巻く最近の動向は，公的機関あるいはユーザー層においてますますその重要性に 
ついての認識が高まっており各種標準類での位置づけも明確になっています。 それに対応して，材 
料・施：L技術面でも一層の充実を迎えているところと言えますが， いよいよ本格普及活動が見込ま 
れる建設省総プロ活動の中の 「シーリング防水の耐久設計指針・同解説」 では，既に業界誌紙を通 
じてご承知のように， シーリング管理士の技能面での役割が相当重要視されており，管理士資格の 
有無がシーリング防水の耐久設計に大きく関わってくることが示されています。 そこで，私共はよ 
り多くの人に資格を取得していただき業界に確固たる基盤を築きたいと願っております。 
今後ともより良い制度にするべく種々検討を加えて行く考えです。 皆様の一層のご理解をお願い 

する次第です。 

日時 64年1 月12日困'-1 月15日旧） 第3日目（1月14日） 
3 泊4 日 合宿 8 : 00 建築の基礎知識，カーテンウォールと雨 

場所 翻日本生産性本部生産性研修会館 仕舞 
静岡県田方郡函南町  松本洋一氏（清水建設） 

現在申し込み受付中 締切：10月30日 12 : 00 昼 食 

13:00 建築外壁仕上材・・・鈴木邦臣氏（大成建設） 

14 : 30 図面の見方と積算…広石真孝（日シ工） 

17: 30 タ 食 

18：加～20 : 30 積算演習西沢順之助（日シ工） 

第4日目（1月15日・試験） 

8 : 00 目地の納りと図面の見方，建築の基礎知 

識，安全管理，シーリング工事における 
有機溶剤の安全管理，施工及び施工要領 

書，カーテンウォールと雨仕舞，サイデ 
ィング材とシーリング 

10 : 00 保証問題，建築外壁仕上げ材，ガラス回 

りのシーリング設計，シーリング材とプ 

ライマー，シーリング材の劣化診断と補 

修，被着体 

12 :10 昼 食 

13:00 積算の仕方 

15: 30-16 : 30 修了式，パーティー 

日程及び時間割 

第1日目（1月12日） 

13 : 30 開講式，オリエンテーション 

14 :10 特別講演（1） 林 信義（日シエ） 

15: 20 特別講演（2） 角野元昭（日シエ） 

17 : 00 タ 食 

18 : 00-20: 30 シーリング材とプライマー 

 笹谷茂生（日シエ） 

第2日目（1月13日） 

8 : 00 安全管理，シーリング工事における有機 

溶剤の安全管理 松波久生（日シエ） 

9 : 15 被着体 服部健士氏（日シ工連） 

10 : 40 シーリング材の劣化診断と補修 

 山内雅夫（日シエ） 

12:10 昼 食 

13 : 00 サイディング材とシーリング 

建築用シーリング材・シーリング管理士用テキスト 
テキスト内容は，昨年度と同様でJIS, JASSなど最 
新情報を盛込んだ改訂版です。（頒布価格4,000円） 
シーリング管理士試験問題集・解答付（56-G0年度） 

最近5年問のシーリング管理士試験問題を年度別に 

集約しました（積算解説付）。予習用問題集として御 
購入，御活用下さい。 （頒布価格1,500円） 

 未定 
14 : 40 ガラス回りのシーリング設計 

 未定（板硝子協） 

池田生雄（日シ工） 10 保証問題 

10 タ 食 

00-20:30 施工及び施工要領書 

塚本 弘氏（日シ工連） 
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SR 三IIール 

PHOTOボJi-

エ”ョョー」U 
JIS表示工場 

S 70 

S 50 

U 73 

U31 

1 液変成シリコーン系シーリング材 

2 液変成シリコーン系シーリング材 

1 液ボリウレタン系シーリング材 

2 液ポリウレタン系シーリング材 

#100 *500 感光性接着剤 

網入り板ガラス防錆ブチルテープ 

（ガラスメーカ-3社全硝連推奨品） 

第581036号（JIS・A・5758) 

宜皆サンライズメイセイ株式会社 
〒592 堺市浜寺石津町中1丁4番7号 T E L E X 5374-743 
電 18 (0722) 44-7500(ft) F A X 0722-44-8183 
〒437-14 静岡県小笠郡大東町国安字ー本松24 -16 
* 18 (0537) 72-5700(16 FAX (0537) 72-4772 
〒221 横 浜 市 神 豪 川区三枚町 2 9 9 番地 5 
* 18 (045) 383-4651(ft) F A X 045-383-4869 
〒360 埼玉県熊谷市宮町2 丁目1 3 2 番地（林ビル） 
* 18 (0485) 25-1822(16 F A X 0485-25-2491 
〒465 名古屋市名東区ー社3丁目90番地（チサンビル202号） 
* 13 (52) 703-206106 F A X 052-704-1978 
〒592 堺 市 浜 寺 石 津 町 中 1 丁 4 番 7 号 
* 18 (0722) 44-7500(16 F A X 0722-44-8183 
〒733 広 島 市 西 区 三 篠 町 3 丁 目 20 番19 号 
*話 (082) 230-0019 FAX 082-230-1944 
〒811-32 橿岡県家像君β福間町字長引3464番地 （桜井ビル） 
* 18 (0940) 43-225406 F A X 0940-43-2866 
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総務委員会 

1 

ング材「三星コーキン」の製造・ 

販売を開始。昭和35年には，南極 

向けの「三星コーキン」を第一r 

出荷し，昭和43年には建築用油性 

コーキング材のi's表示許可工場 

認可を受けました。 

昭和50年代に入り弾性系のシー 

ゾング材の製造・販売に重点を移 

行し，昭和50年代後半には各種シ 

ーリング材のJIS表示許可工場を 

認可され現在に至っています。 

この間当社創業者の岩崎一は第 

5代目の日シ工会長に就任，現在 

も相談役として会社ぐるみで業界 

の皆様方には大変お世話になって 

おります。 

販売店・工事店各得意先及び同 

業メーカー各社の理解と粘り強t 

PR活動が実を結んで多くの方々 

に「三星のシーリング材」が知ら 

れるようになりました。 

今後は技術面の充実（品質管理 

の徹底・開発・改良研究の強化・ 

海外技術の導入等々）と，製品コ 

ストの削減（工程の自動化・生産 

能力拡大等）サービスの徹底を旗 

印に，関係各位から一級品の評価 

を受けられる様努力を重ねて参り 

たいと思っております。 

111）壁装材・建築用シ」リング 

材製造・販売 

④ 従業員数 150名（他に技能員 

350名） 

⑤ 営業所（全国） 11ケ所 

工場 （東京都足立区） 

本社は神田・御茶の水駅が近く， 

学生の街として賑わっております 

が，特に周辺にはスポーツ店の軒 

が並び，商戦華やかな毎日です。 

運動用品を買い求める若者達が大 

勢街中を歩き，大変健康的な香り 

のする地に位置しています。一方， 

製造・技術・デリバリーを担う工 

場は荒川に架る江北橋に近く，付 

近は荒川土手として親しまれ，朝 

タはジョギング姿の人々が多くみ 

られる環境の素晴らしいところで 

す。 

さて当社は昭和32年油性コーキ 

鹿

業

■

 

国
 

軍
 

創業（昭和14年）以来，常に誠 

実を宗とし，信用第一主義を堅持 

してまいり，ーまた当社は，人間尊 

重の経営そして技術開発への果敢 

な挑戦を基本理念として営業活動 

を行っております。 

一会社概要― 

① 資本金 4800万円 

② 年商 78億円（昭和62年度） 

③ 事業内容 

i ）防水・防熱工事 

11）土木資材製造・販売 

I I 
d ニ 
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F；ョ［ど1凸‘＝ヲ 
」三コビニコじョ 
＝ニコくノU しiマ 属 

化
学
繍
 当社は昭和43年旧三井化学工業 

囲と旧東洋高圧工業脚とが合併， 

三井グループの中核化学会社とし 

て歩み満20年，人間で言えば成人 

籍一を迎えたことになります。創業 

は昭和8年ですが更に発祥を辿れ 

ば三池炭の利用による我が国初の 

染料製造，それとクロード式アン 

モニア工業生産（やはり初の国産 

化）を始めたところに遡ります。 1 ) 

そして，今日まで日本の化学工業 2 ) 

の発展とともに成長して来ました。 3 ) 

現在扱っている品目はエ業薬品 

（フェノール，ホルマリン，尿素， 

メラミン，燐酸他），合成樹脂（塩 

ビ，ポリプロピレン，ポリスチレ 

ン他），精密化学品（芳香族アミ 

ン，アスピリン，農薬他）など広 

一範囲にわたり，近年特に力を入れ 

e ているものに機能製品群（ユーロ 
イド，ストラクトボンド，エスタ 

ー，ウレタン原料及び加工品，バ 

レックス，PES, PEEK，ミレツ 

クス,アミノ酸，種子，モノシラ 

ン，導電性ペースト他）がありま 

す。 

当工業会でお世話になっている 

ウレタン事業部（昭和49年から同 

60年まで三井日曹ウレタン脚とし 

て別会社になっていました）では 

ウレタンの原料並びにその加工品 

を下記各種用途に販売しています。 

鱗 

,，零 

，川 

ー毒轟師，雄に「 

ユ” 

, 

織 

』●三・野‘二 L 
-i i . - _4lL 

PG FRP，食品添加物 

PPG 

TDI, MDi1 

自動車（シート，ステアリ 

ング，バンパー他） 

家電製品（冷蔵庫断熱材， 

各種ハウジング他） 

4）ハイプレンU, L 

ウレタンロール（製紙，製 

鉄）他 

5）ハイプレンP. AX ' 

6）サンシラール I  
7）リムスプレー 」 

建築資材（断熱材，防水材， 

床材，シーリング材，塗料 

他） 

この中で特に当工業会に関連の 

深いものは5）のシーリング用プ 

レポリマー「ハイプレンP, AXJ 

シリーズで，当工業会会員のシー 

リングコンパウンドメーカーの 

方々に使って頂いています。又， 

最近当社は新しいタイプの一液型 

速硬化シーリング材「タフシラー 

200 B 」を開発しました。このシー 

リング材はエナミン硬化型で次の 

特徴を持っています。 

イ）速硬化性 

タックフリ- 45分，モル 

タル目地硬化 2日間，塗 

装可能時間 施工後30分 

（いずれも2ぎC) 

ロ）無発泡性 

炭酸ガスを発生しない硬化 

メカニズム 

ハ）無黄変性 

無黄変イソシアネートを使 

用 

詳細は当社ウレタン事業部・営 

業企画開発室（回．03-592-4678）に 

お問い合せ下さい。 

今後，当社は持てる総合技術力 

を生かし多様化するニーズに応え 

皆様のお役に立ちたいと念願して 

います。 
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実績と 
八信頼のシーリング材

．・’ ’ ・． 
. . 

JIS-Aー幻田 9030認定品 

ポニーシーラ・・ 
ボリサルフアイド系シーリング材 

Ps 2000 

・．....．・‘' 

/JIS-A-5758 8020認定品、：ボニーシーラ 
’ ~“ 一 ~ ―一 

：孟ニーンーラー ● 一■－ ~－ I ~~－ 一 ， 

: 
. 

： ポリウレタン系シーリング材 ： 
. 

． ’ 

. 
. 

. 

.．・’'''''' 

ェ地蒲 
JIS-A-60244 4品Y 〇テ0t4tIf 式会社 

、 \RI -l2flflfl I 本 社 〒533 大阪市東淀川区下新圧3 -11-28 
%. 1’、’ ’一ーーー . TEL 大阪 (06)328-1118(代表) 

’メー ／ 東京営業所 〒105 東京都港区新橋6 -10- 3（還江ビル） 
ノ／×・・．.."".．・・・い TEL 東京(03)431-9357（代表） 

U 3000 
. 

’・・ ． . . . . ． ・・ ’' 

.．・・’’…～・・．． 圃 
ー ．“ 、 

了‘‘。－ A －に，に。 m つn
．”一‘‘，二 

; J 'Jーハーw;Jo OwりV".JLロロ二 

ポニーシーラー 
二 ；変成シリコーン系シーリング材 

； 、 MS3000 / 

0 

2 成分形シーリング材用混練器 
自動反転式 

A 型ミキスタ 

】 
I 

~ 器轟され、山型となり混合 
－ 時に材料より1（加下になるため、不完 
I 全寧合ガほとんどな＜、混合時の空気 
I の混入ガ減少した。また自動反転装置 
I 付で操作ガ簡略化し、メーカーの丸缶 
L ・，、 ガそのまま使えるバンド式である。 
--"（標準型1754:3e缶、他はアタッチメ 

ントによりどの缶も使用可能ですJ 

~ A型ミキスタ自動反転式 
￥ 115, 000 

自由自在に 
フイツ‘する 

フグーフープ 

250型 

真空脱泡ミキスタ 
〈特 徴〉 

ー シーリング材の混合時の空気抜が完全 
：に出来、専用のフタ式タンクをかぶせ 
L るだけで、真空状態に出来る。30秒毎 

の反転装置ガ付いている為、混合不良 
，ガない・またメー力ーの丸缶ガそのま 
・ ま使えるバンド式である。 

250型 
真空脱泡ミキスタ 

￥ 370, 000 

一I ー 

、 
これーつで直径l74ナv器24の缶に対 
応出来るため、経済的かつ能率的であ 
る。オプショナルバーツなので、当 
社のA型・B型・250型のミキスタに取 
付け可能。 

フープ単体 ￥38,000 

シーリング業界の発展とともに歩む 

ミキスタ：L業株式会社 本社 東京都中央区日本橋蛎殻町1 - 33 - 7 
TEL.(03)669-9471閥 FAX.(03)667-9337 
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一ー－ - －一 各地からのたよリ 

、本言β事務局だまク 

紫陽花のさえる，しっとりとし 

た梅雨の風情も感じないままに夏 

を迎えました。 

さて工業会の年間行事の中で最 

大，最重要なイベントであります 

総会も，5月12日無事終了し，事 

務局業務も一段落というところで 

す。 

ケ年度は会長，副会長をはじめ 

各委員長が交替いたしまして，会 

長が掲げられた 「明朗・活発」を 

モットーとする新年度の事業活動 

が展開されております。 

総務委員会では，かねてからの 

懸案事項でありました 「会則」並 

びに「内規」の見直しをはじめま 

した。いづれ会員各位のご承認を 

得なければならないことになろう 

かと思います。 

検定委員会では，今年度の管理 

士検定講習会の開催につき審議し， 

今年度は例年より1ケ月早め1月 

”日～15日に開催することを決定 

一－ております。いづれ改めてご案 

内は申し上げます。 

技術委員会は沢山のテーマを抱 

えておりますが，官民連帯共同研 

究による 「シ」リング防水改修設 

計・施工指針・同解説」の作成に 

取り掛りました。年度内完了を目 

指し，精力的に進められることと 

存じます。 

中元も終り，いよいよ夏休みで 

す。私が子供だった頃は， 1 ケ月 

間遊びほほけてまっ黒に日焼けし, 

新学期には黒さを競い合ったもの 

です。最近の子供たちは,夏休み 

でも塾通いで可哀そうです。せめ 

て半月でも自然の中にとけ込ませ 

て，いい想い出をつくってやりた 

いものです。 

●北海道支部（2）動き 

4 月19日市内の三十三間堂にて 

支部総会を開催,新年度役員の改 

選を行なった。出席は会員9社。 

選挙の結果，支部長席は空席のま 

まとなり，9月の次回選挙まで副 

支部長・風間が代行することとな 

った。 

5月17日第ーホテルにおいて北 

海道シーリング工事業協会が総会 

開催，当支部からも代表が懇親会 

に参会し，親睦を深めた。 

6月9 , 10日の両日，富良野市 

において支部懇親会を開催。出席 

7社により，情報を交換，建築繁 

忙期に向け鋭気を養った。 

春先の不順な天候も，ようやく 

落ち着きを取り戻し，これからが 

北海道の最も活気に溢れる季節。 

首都圏に匹敵とは行かずとも，建 

設ラッシュの一端でも味わえれば 

と祈る次第。 

（風問記） 

e 仙台支部の動き 

南国九州地方はそろらろ梅雨あ 

けの便りが聞かれそうですが東北 

地方はまだ少し先になりそうです。 

4月4日63年度支部総会を松島海 

岸のホテルーの坊で開催し新年度 

事業計画の決定，役員を改選しま 

した。新役員一同は今後共仙台支 

部の発展に努力致しますので，皆 

様の御指導御鞭撻の程よろしく御 

願い申しあげます。 4 月17日東北 

シーリング工事業協会総会に出席， 

東北シーリング工事業協会も新会 

長が選任され，新会長さんのもと 

で今後増々御発展される事と思い 

ます。 6月7日に卸町会館にて役 

員会を開催し行事計画実施の打合 

せを行いました。 

●東京支部の動き 

梅雨に入り，体も気持もじめじ 

めしそうな時期になりました。首 

都圏の建設ラッシュも5月，6月 

とやや鎮静化した感もありますが 

梅雨明けとともにまた超多忙な毎 

日を迎えることになりそうです。 

さて，当東京支部では5月19日 

ホテル国際観光にて第9回総会を 

開催し役員改選等を行ないました。 

支部長はサンスター技研の留任と 

なり，本部同様明るい事業活動に 

よる明るい支部の実現を目指す所 

存にあります。総会後は，東シ協， 

7日会を交えての懇親会を催し， 

建設業の好調持続を祈りっっ，笑 

顔の絶えぬ歓談の輪が広がりまし 

た。 

麟ミー 

（福田記） 

東京支部総会 
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I 

●名古屋支Uβの動き 

去る5月25日第19回通常総会が 

開催され，新年度が発足しました。 

又，6月16日には，私共名古屋支 

部とは深い関係にある中シ工連の 

総会があり，その後引続き催され 

た懇親会には工業会メンバーも参 

加し大いに歓談し合いました。 

扱て， 4月の役員改選により， 

このたび名古屋支部長の大任を仰 

せつかった，私，昨年なかばより 

支部工業会に出席するようになっ 

たばかりであり，未だエ業会の右 

も左もわからない未経験者。荷が 

重すぎるとは思いましたが会員各 

位の励ましを頂戴し，お引き受け 

することになった次第です。皆様 

の御指導をお願い致します。 

昨年は，中部地区に診ても内需 

拡大の影響を受ける好況の中に推 

移し，工事業の皆さん共々盛況な 

年でありました。ただし，工業会 

会員をとりまく環境は増々厳しく 

なりつつあります。施工単価が安 

く，材料も安いという中部地区の 

特徴はむしろ加速されつつありま 

す。適性利潤あっての地位向上で 

あり，材販工の共栄であることを 

考えますと，このような時にこそ 

秩序ある競合が望まれるところで 

す。 

今年度の名古屋支部は，全会員 

で事に当りつつ仲良くなること， 

施工業の皆さんと共通の目標を求 

め行動することを指針としたいと 

思っています。 

●大阪支部の動き 

盛夏の候，大阪の街も天神祭り 

が近づき熱い熱い毎日が続いてい 

ます。 

大阪支部も去る5月18日，第17 

回通常総会を開催し，昭和63年度 

の新役員と事業計画を決定しまし 

た。 

新役員は中尾支部長を再選，一 

部異動を行ない現在既に活動して 

おります。総会終了後は，本部よ 

り大谷会長，関シ協竹田理事長ら 

関シ協なにわ会の面々も顔を揃え， 

懇親パーティが開かれました。 

なお，もなにわ会ク も新年度よ 

り，(前田精市商店・前田氏が会 

長となり，材販一体の活動を計画 

しています。 

本部並びに他支部の皆様の応援 

をよろしくお願しユしュたします。 

0 

●広島支部の動き 

6 月末真近にて，本来であれば 

梅雨の最中でありますが，毎日良 

い天気が続いております。内需拡 

大ブームの好影響にて，当地区も 

大都市を中心に，官公庁物件及び 

住宅着工件数とも前年対比大きく 

数字を伸ばしています。又，企業 

短期経済観測（短観＝DI）も全国 

最高とか，天気にたとえると ［ 

晴」の状態の由。我々の商売の環 

境は極めて良好と言ったところで 

す。 

支部会としては，ー部メンバー 

の退会や，代表者の交替が相次ぎ， 

やや不活発の感あり，反省してい 

ます。 

●福岡支言βの動き 

福岡の街に夏本番を告げる「博 

多祇園山笠」が，.7月1日より豪 

華けんらんな飾り山笠の一般公開 

で開幕されます。 

一方，64年（3月17日～9月0 

日）開催されますアジア太平洋Iす 

覧「よかとぴあ」，っづいて翌65年 

開催の国体「とびうめ国体」関連 

の諸施設の建設ラッシュで大変活 

況を呈しております。 

（全国の皆様へ，この行事期間 

中に，一度是非，福岡へお出かけ 

下さることを誌上を借りてお願い 

致します。） 

さて，63年通常総会が4月26日 

~27日に行われました。新しく支 

部長に岡原民幸氏（ョコハマゴム 

工業品九州販売開社長）が選任さ 
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れました。新支部長は，「九シ協と 

の連携を密に行い，全力をつくし 

業界発展のためにつくしたい」 と 

就任の抱負をのべられました。 

なお，九シ協理事長も，青野理 

事長より吉川理事長（昭和日本化 

成鯛社長）に，バトンタッチされ 

ました。 

に無事終了しました。 

なお，7月には監督官庁，設計 

事務所，ゼネコン，九シ協各位を 

お招きし，技術説明会を開催する 

予定で準備中であります。 

総会終了後，恒例になっており 

ます合同懇親会，翌日のゴルフ会 

等で大変なごやかな雰囲気のうち 

く昭和63年度支部役員構成〉 

北海道支部 姦雲翁盤幌営業所 大阪支部 ft誠228)2961ンド部 
支部長（我行） 

副支部長 

会計監査 

セメダイン脚 

七メーダイン（粛声1二．尺二、こ、 

世界長脚 

1、→一・ーシリコーン（掬ー― -

仙台支部 議2 (232)難主管営 所 

支部長 

副支部長 

会計 

三洋工業脚 

三星産業脚 

世界長（榊 

宙 古 二I；一立R 日本シーリングエ業会本部内 
ーノ1~ "' -- ・4'J ft03(255)2841 

支部長 

副支部長 

総務 

調査 

会計 

会計監査 

記録担当 

サンスター技研脚 

コニシ脚 

信越化学工業脚 

横浜ゴム脚 

日本添加剤工業脚 

日立化成ポリマー脚 

セメダイン脚 

東レチオコール脚 

カネボウ・エヌエスシー脚 

トーレ・シリコーン脚 

脚ェービーシー商会 

世界長脚 

支部長 

副支部長 

諜 

監事 

コニシ（掬 

カネボウ・エヌエスシー脚（広報担当） 

トーレ・シリコーン脚（総務担当） 

サンスター技研脚（調査担当） 

日立化成ポリマー脚 

エービーシー商会脚 

世界長脚 

セメダイン脚 

信越化学工業脚 

テイパ化工脚 

日本添加剤工業脚 

横浜ゴム脚 

日東ポリマー工業脚 

日本シーカ脚 

広島支 部 
横浜ゴム脚広島支店 
ft082(227)8100 

支部長 

副支部長 

業務 

会計 

会計監査 

横浜ゴム（閑 

サンスター技研囲 

セメダイン脚 

信越化学工業脚 

コニシ脚 

福岡支部 'I /1
（糧讐麟し州販売欄 

名古屋支部 欝2(23鷺21 支店 
支部長 セメダイン脚 

副支部長 サンスター技研（榊 

総務 世界長脚 

技術 トーレ・シリコーン脚 

広報 日本添加剤工業脚 

会計 コニシ脚 

監査 信越化学工業脚 

役員 昭石化工醐 

カネボウ・エヌエスシー脚 

日立化成ポリマー脚 

事務局 横浜ゴム開 

支部長 

副支部長（総務） 

幹事（技術） 

/1 （調査） 

Ii （会計） 

ガ （広報） 

監査 

ガ 

ョコハマゴム工業品九州販売（閑 

サンスター技研脚 

世界長脚 

セメダイン脚 

コニシ脚 

信越シーラント脚 

カネボウ・エヌエスシー脚 

東芝シリコーン脚 
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刊行物のご案内 ●詳細はト日本シーリングエ業会公03(255)2841'-2 

新装・シーリング材 

ハンドブック 

シーリング材ハンドブツク 
従来のシーIJングハン 

ドフックを全面的に内 

容改町、最新情報を随 

所に盛込んだシーIノン 

グ材の案内書ガ完成し 

ました。 シーI-)ンク材 

とその選び方に重点を 

置き、誌面もA5）判に 

拡大、解り易く見易い 

構成になつています。 

お申込みはお早目にノ 

頒布価格900円 

新・建築用シーリング材 
シーリング管理士用テキスト 

1986 

建集 

内容も，大幅に改訂。 

教科書サイズとなり携 

帯にも，便利。 シーリン 

グ材の適材適所の使用、 

適切な目地設計、正確 

な施工など種マの知識 

と技術の向上を目ざし 

た「シーI-)ング管理土」 

養成認習会の教材であ 

り、シーリング関係者 

にとつて買重な参考書 

です。 

頒布価格4,000円 

積算演習 

m 

シーリング管理士試験 

問題集・解答付（56'-60年度） 

問題集として最近5年 
間(56-60年度）のシー 
I-)ング管理士試験問題 
を年度別に集約した本 

ミ護 書は管理士・技術管理 

。藩 士を志す人のみならす 

』共曹 シーリンてプ業務に据わ 
熱墨 る方マにとつて参考と 

なるものです。 
頒布価格1 .500円 

シ→ンゲ慌月」溝取“餌・餌各fI 

' M ,Sn ・ flM4*・ 

It .レ ・I‘ ●－'’凸 

’●”●，、り 

ーリング防水施工法 

シーリング工事の基本 
から実践・応用までを 
最新技術資料を盛込み 
解り易く解説した実務 
参考書。 内容は＞建築 

物の基礎知識レシーリ 
ング防水の基礎知識レ 
良いシーリング防水工 

事のためのディテール 
シートF:;'故障と補修― 
の構成。 
日本シーリング工事 

団体遭合会発行 

頒布価格1.5叩円 

シーリング防水範工法 

図面から正確な目地寸 

法、延べ長さを拾い出 

レ、材料費、工賃を加 

えた材工共の単価の算 

出は施工会社、シーIノ 

ングメーカーおよび関 

｛系者各位にとつて重要 

な業務です。 この道の 

ベテランが図面により 

ーからわかり易＜順序 

だてて解説していま或 

頒布価格I,000円 

●

・

？

・
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建築用シーリング材と 
その正しい使い方 

ング関係者必読の座右 

の書。執筆者は故・波 

多野一郎千葉大学教授 

小池迪夫東京工業大学 

教授、加藤正守千葉大 

学助教授をはじめ、わ 

が国シーリング材研究 

の第一人者および業界 

関係者多数。設計から 

材料、施工まで幅広い 

内容となっています。 

頒布価格4,800円 

（会買頒布価格4.300円） 
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わが国建築用シーリン 

グ材の最高権威である 

・故狩野春ー工学博士 

の監修による、シーリ 

（送料は別途申し受けます） 
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性格と組織 

本会はわが国における建築用，土木用シーリング 

防水の健全な発展と振興を計ることを目的として， 

昭和38年2月に設立されました。会員はわが国の 

シーリング材メーカーが加盟し，賛助会員は原材料 

メーカー及び取扱業者が加入しており，全国に7支 

部を有する全国的組織であります。 

事 業 

〇シーリング管理士，シーリング技術管理士の養成 

〇日本シーリング工事業団体連合会と連繋，材料お 

よび工事に対する信頼の確保 

〇技術資料の収集と情報の交換 

〇JIS, JASSへの協力 

〇市場調査，需要開発に関する調査研究 

〇機関誌「シーリング」（年1回発行） 

〇シーリングニュース（年3回発行） 

日本シーリングエ業会の組織

く委員会＞ 

総務委員会 

技術委員会 

広報委員会 

調査委員会 

シーリング管理士 

検定委員会 

く支部＞ 

く分科会＞ 

機能別分科会 

弾性系1成分形分科会 

弾性系2成分形分科会 

非弾性系1成分形分科会 

基材別分科会 

シリコーン分科会 

変成シリコーン分科会 

ポリサルファイド分科会 

ポリウレタン・アクリルウレタン分科会 
アクリル・SBR分科会 

プチルゴム・油性分科会 

変成ポリサルファイド分科会 

北海道支部 仙台支部 東京支部 名古屋支部 

大阪支部 広島支部 福岡支部 

ーリングニュース第33号 

企 画・発 行：日本シーリングエ業会広報委員会 

〒 1o1 東京都千代田区外神田2-2-17 

共同ビル 合03-255-2841-- 2 

FAX 03-255-2183 

製作協力・広告：新樹社 

表 紙 写 真：内幸町と官庁街 

日本シ ングエ業会会員 

アサヒボン ド工業株 

株ェービーシー商会 

オー ト 化学工業株 

力ネボウ・エヌエスシー株 

関 西 パ テ 化 工 株 

コ 

サ ンス タ ー技研株 

三 洋 工 業 開 

サンライズメイセイ(4 

シャープ化学工業( 

昭 石 化 工 株 

信 越 化 学 工 業( 

住友ス リ ーエム株 

糊 ス リ ー ボ ン ド 

世 界 長 株 

セ メ ダ イ ン ( 

株 タ イ ル メ ン ト 

大 日 化 成 ( 

武 田 薬 品 工 業 株 

テ イ パ 化 工 株 

( 東 亜 応 用 化 エ 

閣 東 郊 産 業 

東芝シ リ コ ー ン( 

トーレ・シリコーン( 

東 レチオ コ ール株 

日 興 化 学 工 業 株 
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株日本化学研究 
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所

閣
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 日本フランシール( 

( ノーベル樹脂化学 

バイエル合成シリコーンゾ 

( 服 部 商 J白 

早 川 ゴ ム ( 

日立化成ポリマー株 

保土谷建材工業( 

三 井 東 圧 化 学( 

三 星 産 業 ( 

ヤ マ ウ チ ( 

横 浜 ゴ ム ( ゴ
 

賛助会員 

旭 化 成 工 業 株 

(井上製作所大阪支店 
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化研マテ リ アル開 

鐘 淵 化 学 工 業 株 
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大 進 商 ：L 株 

大和高分子工業( 

タ 力 ビ シ 化 学( 

囲日本カーテンウォールエ業会 

日本触媒化学工業( 
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日本ポリウレタン工業軸 

野 口 興 産 
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.1成分形 一般用 オキシムタイプ 

~I 

●i成分形 防力ビ用 オキシムタイフ 

シーラント458;-
'I成分形 フラスチソク用 アルコールタイフ 

●l成分形 構造用 超高モジュラス 

●l成分形 一般用 酢酸タイブ 

KE42 
SI成分形 高透明 酢酸タイブ 

●I成分形 防力ビ用 酢酸タイブ 

●2成分形 建築‘土木用 アミノキソタイフ 

ント70 
52成分形 水平目地用 アミノキシタイフ 

ノト701 
●2成分形 耐火目地用 アミノキシタイフ 

53成分形 油性補修用 アミノキノタイフ 

ント79 
コーティング用 水性タイフ SI成分 

ト58 
●I成分形 コーティング用 溶液タイフ 

~“ 

●I成分形 ライニング用 オキシムタイフ 

KE4573 
.2成分形 難燃・充i員・ンール用（フォーム） 

l1 1l,_ロ＝. 
●2成分形 雛燃・充填シール用（ゴム） 
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大阪支店 

名古屋支店 

福岡支店 

賃翌纂iJ二薫…費念芦 03-256-3651 
〒101 東京都千代田区神田鍛冶町3-6-7（フジトシビル） 

大阪市北区小松原町2-4（大阪富国生命ビル） 〒530 (06) 315-3071 札幌営業所（011)221-6471 長野営業所（0262)20-9104 

名古屋市中村区名駅4-27- 23（名古屋三井ビル東館） 〒450 (052)581-6511 
仙台営業所（022)264-2777 
新潟営業所（025) 24 7-332 I 

」闘東営業所（0273) 63-073 I 
広島営業所（082)248-393 I 

福岡市中央区天神~司2-20（日之出東京海上ビル） 〒8 ~ロ（092>781-2782 北陸営業所（0776)26-155 I 高松営業所（0878) 22-36 13 



ズをかたちに 
横浜ゴムは、シーリング材のパイオニアとして、昭 

和38年にわが国で初めてポリサルファイド系シー 

リング材の生産を開始。以来、建築工法の変革 

や被着部材の多様化に応じ、使用条件に最適 

なさまざまなタィプの製品を開発してきました。現在 

では、ハマタイトは、わが国を代表する超高層ビル 

から中・低層、一般建築物に至るまで数多くの建 

築物に採用され、横浜ゴムの「もうひとつの顔」と 

して、ハイテクノロジーの顔となっています。 

お問い合せ先 

横浜ゴム株式会社 

本社・工業品事業本部 東京都港区新橋5-36-Il TEL.03-432-7I ~ 

ハマタイト事業部 神奈川県平塚市中原上宿900 TEL叫63-31-3002 

東京ハマタイトTEL03-769-引 - ~ 

エ業品大阪支店 TEL06-345- 14西 

工業品名古屋支店 TELOS2-231-4321 

エ業品広島支店 TEL082-221-B IOU 

ョコハマゴム工業品北海道販売脚 TEL.01 ト24トsill 

ョコハマコム工業品東北販売噛 正L.022-284-0437 

ョコハマゴム工業品九州販売脚 TEL092-7I 1 -8541 

I'm'qイト 
建築用シーリング材シリーズ 

ラインナップ 

2成分形シリコーン シリコーン70 

2成分形変成シリコーン スーパーII 

2成分形ポリサルフアイド SC-500 

2成分形ポリウレタン UH -30 

~成分形シリコーン SS-310 

I成分形ポリウレタン シールェース 

~成分形変成シリコーン スーパーワン 
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